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ウェルストーク豊岡がオープンしました!

　４月１日、市立総合健康ゾーン健康増進施設（愛称：ウェルストーク豊岡）がオープンしま
した。
　ウェルストーク豊岡は、市民の生涯を通じた健康づくりを支援するための施設で、この施
設を活用して、「すべての市民の健康でいきいきとした暮らしの実現」を目指します。

《問合せ》健康増進課☎24︲1127

　

こ
の
施
設
は
、1
階
に
温
水

プ
ー
ル
、温
浴
施
設
、調
理
実
習
室

な
ど
、2
階
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
を

備
え
て
い
ま
す
。ま
た
、屋
外
に
は
、

健
康
づ
く
り
広
場
、多
目
的
コ
ー

ト
、駐
車
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
屋
内
施
設

◇
温
水
プ
ー
ル
…
25 

m
×
6
コ
ー

ス
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
プ
ー
ル

　

1
年
を
通
じ
て
利
用
で
き
ま

す
。泳
法
指
導
の
ほ
か
、ア
ク
ア

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、ア
ク
ア
ビ
ク
ス

な
ど
の
多
彩
な
水
中
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。ま
た
、

ジ
ェ
ッ
ト
水
流
を
設
置
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
で
は
、運
動

後
の
疲
れ
を
癒
す
場
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
…
最
新
の

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
マ
シ
ン
を
豊
富

に
導
入

　

有
酸
素
マ
シ
ン
は
、ゲ
ー
ム
感

覚
で
楽
し
く
運
動
で
き
る
機
能
を

満
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、高
齢
者

も
安
心
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
機
器
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

◇
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ
オ
…
多

彩
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

　

ダ
ン
ス
系（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
系（
ヨ
ガ
・
ス

ト
レ
ッ
チ
）、コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
系（
チ
ュ
ー
ブ
体
操
）な
ど
、年

齢
、性
別
、目
的
別
に
気
軽
に
参
加

で
き
る
幅
広
い
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
ま
す
。

◇
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
…
健
康
情
報
や

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

　

施
設
の
総
合
案
内
を
は
じ
め
、

気
軽
に
楽
し
く
で
き
る
健
康
情
報

が
入
手
で
き
ま
す
。ま
た
、子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
備
え
、気
軽

に
体
力
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

◇
ラ
ウ
ン
ジ
…
運
動
後
の
く
つ
ろ

ぎ
の
ひ
と
と
き
を
提
供

　

最
新
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
マ
シ
ン
を

設
置
し
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

充
実
し
た
設
備

トレーニングジムプールエントランス

【施設の概要】
◇所　在　地　豊岡市立野町6-30
◇敷地面積　26,033.29㎡
◇構　　造　鉄骨造一部鉄筋コンクリート
◇延床面積　3,426.19㎡
　・プール室 787.04㎡
　・トレーニングジム 387.91㎡
　・フィットネススタジオ 176.87㎡
　・調理実習室 78.58㎡
◇特　　色　太陽光発電パネル、ハイブリッ

ド太陽光灯の設置、屋上緑化、雨水利用

▲ウェルストーク豊岡の施設外観

健康増進施設



広報とよおか　2010.4.25�

至豊岡駅

ウェルストーク豊岡

保健センター
福祉事務所

コバス専用出口

屋上緑化

至コ
ウノト
リの
郷公
園

立
野
大
橋

円山
川

多目的コート

健康福祉施設

休日急病診療所

散策路

健康づくり広場

公用車駐車場

休診入口

入口

入口

健康増進施設

コ
ー
ナ
ー
は
、心
と
身
体
の
疲
労

回
復
に
有
効
で
す
。ま
た
、施
設
の

シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
、高
さ
8
メ
ー

ト
ル
の
本
格
的
な
ロ
ー
プ
を
使
っ

た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

◇
調
理
実
習
室
…
郷
土
料
理
、健

康
食
な
ど
の
料
理
教
室
を
展
開

　

自
分
に
合
っ
た
高
さ
調
整
が
で

き
る
調
理
台
を
2
台
設
置
し
て
い

ま
す（
計
5
台
設
置
）。豊
富
な
調

理
器
具
を
設
置
し
、健
康
食
な
ど
、

市
民
の
料
理
教
室
の
実
施
を
支
援

し
ま
す
。ま
た
、イ
タ
リ
ア
料
理

を
中
心
に
提
供
す
る
喫
茶
・
軽
食

コ
ー
ナ
ー
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

●
屋
外
施
設

◇
多
目
的
コ
ー
ト
、駐
車
場
・
駐
輪

場
を
完
備

　

健
康
づ
く
り
広
場
に
は
、多

目
的
コ
ー
ト（
人
工
芝
）が
あ
り
、

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
な
ど
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。施
設
の
庇ひ

さ
し

や
庭
園
・

散
策
路
を
利
用
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、駐
車
場
は
、約
2
7
0
台
が

駐
車
で
き
ま
す
。

　

市
の
事
業
を
委
託
し
、理
学
療

法
士
、管
理
栄
養
士
、健
康
運
動
指

導
士
な
ど
の
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
、

体
力
測
定
・
運
動
相
談
、特
定
保
健

指
導
、介
護
予
防
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
合
っ
た
指
導
を
行
い
ま

す
。

◇
体
力
測
定
・
運
動
相
談
…
20
歳

以
上
の
市
民
が
対
象

　

い
つ
で
も
誰
で
も
ボ
デ
ィ
ス

キ
ャ
ン（
体
組
成
測
定
器
）を
使
っ

て
、か
ら
だ
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
ま

す
。ま
た
、月
1
回
、筋

力
、柔
軟
性
な
ど
の
体

力
測
定
を
実
施
し
ま

す
。測
定
後
に
は
、イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
運
動
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◇
特
定
保
健
指
導
…
国
保
加
入
者

で
積
極
的
支
援
等
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
方

　

保
健
指
導
で
は
、健
康
状
態
に

応
じ
て
保
健
師
、管
理
栄
養
士
が

個
別
面
接
支
援
を
行
い
、ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
目
標
を
設
定

し
ま
す
。運
動
指
導
で
は
、イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
個
別
・
集
団
指
導

を
行
い
ま
す
。

◇
介
護
予
防
…
65
歳
以
上
の
市
民

で
、運
動
希
望
者
や
介
護
予
防

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

　

は
つ
ら
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
で
は
、温

水
プ
ー
ル
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ
ジ

オ
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
を
活
用
し

た
運
動
指
導
や
、管
理
栄
養
士

に
よ
る
栄
養
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

か
ら
だ
元
気
塾（
介
護
が
必
要

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
方
）で
は
、理

学
療
法
士
が
各
地
域
に
出
向
い
て

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
の
運
動
指

導
を
行
い
ま
す
。ま
た
、管
理
栄
養

士
に
よ
る
栄
養
指
導
、口
腔
指
導

も
行
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
広
場
で
は
、地
元

商
店
街
、地
元
企
業
・
団
体
な
ど
と

連
携
し
て
、朝
市
イ
ベ
ン
ト
、バ

ザ
ー
、チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、季
節
ご
と
に
に
ぎ
わ
い
・
ふ
れ

あ
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
応
じ
た

有
資
格
者
を
配
置

そ
の
他
、さ
ま
ざ
ま
な

に
ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

■１日利用料金（消費税込）
利用可能施設 一般 70歳以上 小中学生 幼児（3歳〜）

プール・フィットネス
スタジオ、トレーニン
グジム、温浴施設

1,800円 1,500円
利用できません

トレーニングジム・温
浴施設 1,000円 800円

プール 800円 600円 400円 200円
※小学４年生以下の利用は、16歳以上の方の同伴が必要です。
※障害者手帳をお持ちの方の利用料金は、表示金額の半額になり

ます。なお、介添え者は無料です。

■会員料金（消費税込）
対象 種別 月会費 利用内容

成人
（ 高 校 生
以上）

レギュラー会員 5,775円 営業時間中、すべての施
設が利用できます。

デイ会員 5,250円
平日（土・日曜日、祝日を除
く）の午後６時まで、すべ
ての施設が利用できます。

子ども スイミングスクール
週１回 5,250円 指定曜日、時間帯のクラス

への参加となります。週２回 6,825円

 《指定管理者》豊岡総合健康ゾーンPFI株式会社
 ・株式会社合人社計画研究所（維持管理業務及び喫茶軽食運営業務）
 ・株式会社コナミスポーツ＆ライフ（軽食喫茶運営業務を除く運営業務）
 《問合せ》ウェルストーク豊岡☎24-0582
 　営業時間　月〜水、金　　　　9：00〜22：00
 　　　　　　土・日曜日・祝日　9：00〜21：00

イメージキャラクター
の「ウェル」ちゃん全体配置図



新しい豊岡市教育行動計画を策定しました！

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
豊
岡
の
子
ど
も
は
豊
岡
で
育
て
る
」と

い
う
視
点
に
立
ち
、
市
独
自
の
教
育
行
動
計
画（
計
画
期
間 

平
成

18
年
度
〜
平
成
22
年
度
）を
策
定
し
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
の

具
体
的
な
取
組
み
を
学
校
園
･
家
庭
･
地
域
･
行
政
で
実
践
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
市
の
組
織
再
編
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状
、
国

県
の
保
育
･
教
育
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
を
踏
ま
え
、
当
初
の
計

画
よ
り
１
年
早
く
見
直
し
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
計
画
の
86
の
具
体
的
な
取
組
み
を
整
理
し
、
新

し
い
取
組
み
を
加
え
て
75
項
目
に
構
成
し
直
し
た
、
新
た
な
教
育

行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
こ
ど
も
教
育
課
☎
23

－

1
4
5
1

今　
豊
岡
の
子
ど
も
た
ち
は

健
や
か
な
成
長
を
願
い

新
し
い
豊
岡
市

　
教
育
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
！

新
し
い
豊
岡
市

　
教
育
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
！

芝
生
化
さ
れ
た
校
庭
で
は

　

力
い
っ
ぱ
い
運
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
は
じ
け
ま
す
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◆
役
割
の
分
担
と
連
携

◆
3
つ
の
大
作
戦
を
継
続

○
基
礎
学
力
・
基
礎
体
力
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
大
作
戦

○
子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦

○
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
ま
ち
ぐ

る
み
大
作
戦

◆「
根
っ
こ
づ
く
り
」「
幹
づ
く
り
」

「
土
づ
く
り
」の
視
点

教育行動計画の概要
１　基本理念
　　　「子どもたちが生涯にわたって生き生きと輝く教育をめざして」

２　めざす子ども像
　　　　　○ 豊かな心　　　　思いやる心　感動する心　強い心を持ち、夢の実現に向け、
　　　　　　　　　　　　　　 頑張り続ける子ども
　　　　　○ 健やかな体　　　望ましい生活習慣や体力を身に付け、たくましく生きぬく子ども
　　　　　○ 確かな学力　　　基礎的な知識や技能を持ち、自ら学び続ける子ども

３　計画の対象
　　　　　０歳～15歳（中学３年生)

４　計画の期間
　　　　　平成22年度～平成26年度

５　具体的な取組
　　　子どもの育ちを１本の木に例え、子どもの成長に合わせた取組みを行っていきます。
　　　　　○ 根っこづくり　　　　保育所・幼稚園で行う園児に直接関わる取組み
　　　　　○ 幹づくり　　　　　　小学校・中学校で行う児童・生徒に直接関わる取組み
　　　　　○ 土づくり　　　　　　子どもたちのために家庭および地域で行う取組み
　　　　　○ 親育ちの場づくり　　家庭教育の充実を図る取組み
　　　　　○ 子育ちの場づくり　　保育・教育環境の整備を図る取組み

新
し
い
教
育
行
動
計
画
は

広報とよおか　2010.4.255



新しい豊岡市教育行動計画を策定しました！
基
本
理
念

目
指
す
子
ど
も
像

子
ど
も
の
育
ち
に
合
わ
せ
た

具
体
的
取
組
み

具
体
的
な
取
組
み
75
項
目
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

•
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
指
導
補
助
教
員
を
活
用
し
、
児

童
生
徒
の
内
面
的
理
解
に
基
づ
く
生
徒
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

•
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
危
険
性
を
正
し
く
理

解
し
、
情
報
の
信
頼
性
に
つ
い
て
意
識
さ
せ
る
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

•
本
に
親
し
む
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、
1
日
に
1
回
、「
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
」を
行
う
と
と
も
に
、　

園
児
･
保
護
者
へ

の
図
書
の
貸
出
し
を
実
施
し
ま
す
。

•
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
む
た
め
、
各
園
区
の「
自
然
体
験

マ
ッ
プ
」を
作
成
す
る
な
ど
、
地
域
の
自
然
に
親
し
む
体
験
活

動
を
充
実
し
ま
す
。

•
家
庭
で
は
、「
と
よ
お
か
家
族
の
日
」を
中
心
に
し
て
、
家
族
が

一
緒
に
過
ご
す
な
ど
、
家
族
の
絆き

ず
な

を
深
め
る
取
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

•
地
域
で
は
、「
あ
い
さ
つ
強
調
月
間
」を
設
け
、
家
庭
･
地
域
･

学
校
が
一
体
と
な
っ
て
、
あ
い
さ
つ
を
身
に
付
け
る
取
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

•
健
康
な
心
身
を
育
む
た
め
、
毎
月
19
日
を「
食
育
の
日
」と
し

て
定
め
、
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

•
す
べ
て
の
学
校
で
、「
新
体
力
テ
ス
ト
8
種
目
」を
実
施
し
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
た
体
力
づ
く
り
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

•
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
、「
幼

児
期
に
お
け
る
運
動
遊
び
」を
推
進
し
ま
す
。　

•
健
や
か
な
心
身
を
育
む
た
め
、
家
庭
と
連
携
し
て
、
基
本
的

な
食
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

•
家
庭
で
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
た
め
、
学
校

園
･
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
、「
早
寝 

早
起
き 

省
テ
レ
ビ
」運

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

•
地
域
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
愛
し
、
た
く
ま
し
い
子
ど

も
を
育
て
る
た
め「
子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
」を
展
開
し

ま
す
。

子どもたちが生涯にわたって　 生き生きと輝く教育をめざして

親と園児による運動遊び スポーツクラブ 21の活動 真剣に野球指導者の話を聞く子どもたち

幹づくり

土づくり（家庭・地域）

根っこづくり

幹づくり

土づくり（家庭・地域）

根っこづくり

健やかな体
望ましい生活習慣や体力を
身に付け、たくましく生き
ぬく子ども

豊かな心
思いやる心、感動する心、
強い心を持ち、夢の実現に
向け、頑張り続ける子ども
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教育行動計画の体系

•
学
習
意
欲
の
低
下
、
不
登
校
、
問
題
行
動
を
解
決
す
る
た
め
、

小
･
中
学
校
９
年
間
の
教
育
内
容
と
方
法
の
継
続
性
、
系
統

性
を
重
視
し
た
小
中
連
携
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

•
不
登
校
ゼ
ロ
を
目
指
し
、「
不
登
校
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

の
取
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

•
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
や
学
び
を
な
め
ら
か
に
接
続
す
る
た
め
、

幼
児
・
児
童
の
交
流
活
動
、
教
職
員
の
研
修
会
な
ど
保
幼
小

連
携
を
推
進
し
ま
す
。

•
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
の
解
消
や
、
保
育
･
教
育
の
向
上
を
目
指

す
た
め
、「
す
く
す
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
‐
育
て
た
い
５
つ
の
力
‐
」

お
よ
び「
就
学
前
の
保
育
・
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」に
基
づ

い
た
実
践
を
し
ま
す
。

•
家
庭
で
は
、
基
礎
的
･
基
本
的
な
学
力
を
身
に
付
け
る
た
め
、

学
校
と
連
携
し
て
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を
図
り
ま
す
。
学
習

時
間
の
目
安
は
、
小
学
校
で
は
学
年
×
15
分
と
し
、
中
学
校

で
は
１
時
間
30
分
〜
２
時
間
と
し
ま
す
。

•
地
域
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
、専
門
的
知
識
や
経
験
･
技
能
を

有
し
た
地
域
の
人
材
に
学
べ
る
よ
う
学
校
園
を
支
援
し
ま
す
。

•
妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期
･
児
童
期
に
か
け
て
子
育
て
不
安
の

解
消
や
豊
か
な
心
を
育
む
家
庭
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
発

達
段
階（
マ
イ
ナ
ス
1
歳
、
3
歳
、
6
歳
）に
応
じ
た
支
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
す
。

•
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
小

中
連
携
の
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

•
青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
、
ま
ち
ぐ
る
み
で「
子
ど
も

と
心
で
つ
な
が
る
市
民
運
動
」を
推
進
し
ま
す
。

•
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
区
長
会
な
ど
を
構
成
員
と
し
、
基
本
的
生

活
習
慣
の
確
立
、
規
範
意
識
の
醸
成
、
自
己
の
行
動
に
対
す

る
責
任
感
の
か
ん
養
な
ど
、
社
会
性
が
身
に
付
い
た
子
ど
も

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

•
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
学
校
園
施
設
の

耐
震
化
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

子どもたちが生涯にわたって　 生き生きと輝く教育をめざして

元気良く運動遊びをする園児たち 小中連携教育 園児と児童の交流学習

子
育
ち
の
場
づ
く
り

（
保
育
・
教
育
環
境
整
備
）

幹づくり

土づくり（家庭・地域）

根っこづくり

確かな学力
基礎的な知識や技能を持ち
自ら学び続ける子ども

親
育
ち
の
場
づ
く
り

（
家
庭
教
育
支
援
）
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「
わ
た
し
が
考
え
る

元
気
な
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」

F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
公
開
座
談
会 

♪
人
も
ま
ち
も
生
き
生
き
♪

司
会 

皆
さ
ん
に
は
、
得
意
分
野

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
分
野

で
こ
こ
は
こ
う
だ
っ
た
ら
元
気
に

な
る
の
に
と
か
、
こ
ん
な
活
動
を

し
て
み
ん
な
元
気
で
集
ま
っ
て
い

ま
す
、
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

話
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
さ
ん 

私
が
今
、
関
心
を
持
っ

て
い
る
の
は
、「
地
産
他
消
」。
地

元
の
も
の
を
他
の
所
に
持
っ
て
行

っ
て
消
費
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
豊
岡
に
は
、
と
て
も
面

白
い
人
と
か
、
面
白
い
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
な
ど
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
そ
の
資
源
を
違
っ
た

切
り
口
で
ど
ん
ど
ん
P
R
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会 

今
日
は
、
か
ば
ん
を
持
っ

て
き
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で

す
が
…
。

Ａ
さ
ん 

一
枚
も
の
の
皮
を
使
っ

た
風
呂
敷
型
の
か
ば
ん
で
す
。
こ

れ
を
作
っ
た
方
か
ら「
ま
ち
の
人

の
反
応
を
見
て
き
て
」と
言
わ
れ

て
、
普
段
か
ら
持
っ
て
い
ま
す
。

司
会 

こ
の
放
送
前
に
、
B
さ
ん

が
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
ね
。

Ｂ
さ
ん 

変
わ
っ
た
か
ば
ん
を
持

ち
歩
い
て
い
た
ら
、周
り
の
人
が
、

「
何
か
な
あ
」と
興
味
を
抱
き
ま
す
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
豊
岡
を
P
R

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

Ｃ
さ
ん 

今
、
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
、「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
」で
す
。

あ
い
さ
つ
は
人
の
原
点
だ
と
思
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
に
気
付
い
て

い
け
ば
、
ぼ
や
く
こ
と
も
無
く
な

っ
て
良
い
方
向
に
進
み
ま
す
。

Ｄ
さ
ん 
豊
岡
に
は
都
会
の
便
利

さ
と
は
違
っ
た
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

人
が
ま
ち
を
つ
く
る
の
で
、
人
を

つ
く
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
前
に「
ら
し
さ
」を

ど
の
よ
う
に
出
し
て
い
け
る
の
か
。

そ
の
1
つ
に
農
業
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
誰
に
で
も
始
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
農
業
の
良
さ
を
広
め
て
い

き
た
い
で
す
。

Ｅ
さ
ん 

先
日
、マ
ナ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー

と
い
う
隊
を
つ
く
っ
て
、
保
育
園

の
子
ど
も
た
ち
を
隊
員
に
任
命
し

ま
し
た
。
温
泉
の
マ
ナ
ー
を
学
ん

で
も
ら
い
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
て
、
大
人
も
見
習
っ
て

も
ら
う
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域
を

愛
し
、
地
域
の
将
来
を
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
も
ら
お
う
と
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

Ｂ
さ
ん 

都
会
か
ら
引
越
し
て
来

た
当
初
は
、
お
店
も
少
な
く
生
活

に
不
便
を
感
じ
て
、
毎
日
泣
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
所
の
方

の
誘
い
で
、
公
民
館
活
動
と
出
会

い
、
も
の
の
見
方
が
劇
的
に
変
わ

り
ま
し
た
。
自
分
も
元
気
を
も
ら

っ
て
い
る
な
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
、
公
民
館
活
動
が
楽
し
く
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
を
元
気
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
そ
う

い
う
方
々
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
で
感
動
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
豊
岡
に
来
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
長 

（
拍
手
！
）

Ｂ
さ
ん 

春
は
桜
で
花
見
が
で
き

る
し
、
夏
は
家
の
前
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
も
で
き
る
。
山
の
紅
葉
や
、

冬
も
近
く
で
ス
キ
ー
が
で
き
る
な

ど
、
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。「
ぜ
ひ
、
豊
岡
に
お
い
で

よ
」と
い
う
感
じ
で
す
。

Ｆ
さ
ん 

私
は
、
手
作
り
絵
本
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
タ
イ
ト
ル

が
、「
今
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
た

よ
。
い
い
こ
と
あ
る
か
も
」で
す
。

私
自
身
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
る
と
、

と
て
も
う
れ
し
く
な
り
、
こ
の
よ

う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
世
間
で

は
、パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
ブ

ー
ム
で
、
豊
岡
も
そ
の
ブ
ー
ム
に

乗
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら

う
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
を
、
観
光
客

を
呼
ぶ
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
も
、
ぜ
ひ
、
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長 

決
定（
笑
顔
）！

司
会 

決
定
で
す
か
？

Ｆ
さ
ん 

探
す
絵
本
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
探

し
て
み
て
ね
、
と
い
う
も
の
も
楽 ▲話題になった「風呂敷かばん」

テ
ー
マ
①

  

暮
ら
す
人
が
生
き
生
き
し
、ま
ち
も
活
気
あ
ふ
れ
る
！

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

そ
れ
は
ど
ん
な
ま
ち
？

　

3
月
17
日
、
市
と
Fエフ
Mエム
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
協
働
し
、
♪
人
も
ま

ち
も
生
き
生
き
♪
「
わ
た
し
が
考
え
る
元
気
な
人
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
公
開
座
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル
Dディー
ジ
ェ
ーJ
・
G
グ

レ

ゴ

リ

ー

R
E
G
O
L
Y
さ
ん

の
進
行
の
も
と
、
市
民
6
人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
中
貝
市
長
が

参
加
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す（
参
加
し
た
市
民
の
氏
名
は

匿
名
と
し
て
い
ま
す
）。

《
問
合
せ
》
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係
☎
23

-

1
1
1
1
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Ｂ
さ
ん 

物
事
を
で
き
る
方
向
に

向
か
っ
て
考
え
、
楽
し
そ
う
に
実

行
す
る
人
が
多
い
ま
ち
で
す
。
そ

う
い
っ
た
元
気
な
人
が
豊
岡
に
は

た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
の
で
、
豊

岡
の
未
来
は
明
る
い
と
思
い
ま
す
。

Ｆ
さ
ん 

皆
さ
ん
と
一
緒
で
す
が
、

経
済
の
繁
栄
も
大
切
。
市
長
さ
ん
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
長 

（
笑
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
ま
と
め

　

今
日
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。「
豊
岡
っ
て
い
い
な
」と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、こ
の
よ

う
に
豊
岡
を
愛
す
る
人
た
ち
が
い

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま

ち
を
楽
し
み
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ

を
し
て
…
と
基
本
を
大
切
に
し
て

い
く
と
、「
豊
岡
は
ま
だ
ま
だ
伸
び

る
」と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

テ
ー
マ
②

  

元
気
な
人
が
い
る
元
気
な
ま
ち
実
現
の
た
め
の

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

課
題
と
解
決
策
を
探
ろ
う
！ 

し
い
と
思
い
、
T
シ
ャ
ツ
を
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
写

真
を
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
を
絵
本

に
し
ま
し
た
。
小
さ
い
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
ど
こ
か
に
い
る
ん
で
す
よ
。

Ａ
さ
ん 

玄
さ
ん
も
大
変
人
気
な

の
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
も
関
連
し

て
、
神
鍋
で
溶
岩
メ
ニ
ュ
ー
と
い

う
の
を
作
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
溶
岩
カ

レ
ー
と
か
溶
岩
焼
き
そ
ば
な
ど
…
。

石
焼
の
石
が
玄
武
岩
の
玄
さ
ん
と

い
う
形
に
し
た
ら
い
い
で
す
よ
ね
。

司
会 

皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
元

気
な
人
は
ど
ん
な
人
で
す
か
。

Ｆ
さ
ん 

生
活
に
活
気
が
あ
る
人

だ
と
思
い
ま
す
。
趣
味
と
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
生
き
が
い
を
持

っ
て
い
る
人
で
す
。

Ｂ
さ
ん 

自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
す

る
人
、
動
き
回
っ
て
い
る
人
、
よ

く
し
ゃ
べ
る
人
、
飲
み
会
が
多
い

人（
笑
）、
物
事
を
前
向
き
に
考
え
、

楽
し
そ
う
に
行
動
で
き
る
人
、
自

分
も
元
気
で
相
手
も
元
気
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
で
す
。

Ｅ
さ
ん 

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
や

事
業
な
ど
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

て
も
で
き
な
く
て
も
、
常
に
地
域

の
た
め
に
何
か
で
き
た
ら
い
い
な

と
意
識
を
持
っ
て
い
る
人
で
す
。

Ｄ
さ
ん 
結
果
的
に
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
、
常
に
自

然
と
考
え
ら
れ
る
人
で
す
。
そ
う

い
う
人
は
、
今
、
何
を
し
た
ら
い

い
の
か
、
自
分
の
役
割
が
し
っ
か

り
分
か
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
さ
ん 

い
つ
も
笑
顔
の
人
で
す
。

子
ど
も
に
も
、
笑
顔
で
接
す
る
。

笑
顔
で
元
気
に
自
信
を
持
っ
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

司
会 

明
る
い
心
を
持
つ
元
気
な

人
で
す
ね
。

Ａ
さ
ん 

こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
東
京
の
小
学
校

で
子
ど
も
た
ち
に
将
来
の
夢
を
聞

い
て
み
る
と
、
プ
ロ
野
球
選
手
や

弁
護
士
な
ど
の
他
に
、
駅
前
の
テ

ィ
ッ
シ
ュ
配
り
や
ス
ー
パ
ー
の
レ

ジ
打
ち
と
答
え
た
子
が
い
た
そ
う

で
す
。
理
由
を
聞
い
て
み
る
と
、

笑
顔
で
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に「
将
来
、こ
う
な
り
た
い
」と
思
わ

れ
る
よ
う
な
人
が
元
気
な
人
で
す
。

司
会 

最
後
に
、
皆
さ
ん
の
理
想

の
ま
ち
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
さ
ん 

住
ん
で
い
て
、
誇
り
に

思
え
る
ま
ち
、
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
で
す
。

Ｃ
さ
ん 

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持

て
る
、
方
向
性
の
あ
る
ま
ち
で
す
。

Ｄ
さ
ん 

地
域
資
源
を
見
直
し
て
、

良
い
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
、
み

ん
な
が
思
え
る
ま
ち
で
す
。

Ｅ
さ
ん 

私
自
身
、
笑
顔
と
か
夢

と
か
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
笑
顔
で

夢
を
持
っ
て
、
み
ん
な
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
で
き
る
ま
ち
で
す
。

司
会 

地
域
に
は
い
い
も
の
が
あ

り
、
そ
れ
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

大
切
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

Ｃ
さ
ん 

竹
野
で
作
っ
て
い
る
誕

生
の
塩
。
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

あ
と
、
気け

比い

の
浜
で
見
る
虹
も
き

れ
い
だ
し
、
日
高
に
は
石
垣
の
き

れ
い
な
棚
田
も
あ
り
ま
す
。

司
会 

再
発
見
と
い
い
ま
す
が
、

ど
ん
ど
ん
発
見
し
て
発
信
し
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

Ｂ
さ
ん 
「
自
分
の
住
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
い
い
所
な
ん
だ
」と
自

信
を
持
っ
て
い
け
ば
、
ま

ち
全
体
が
元
気
に
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

司
会 

市
長
、
こ
こ
ま
で

の
意
見
を
聞
い
て
ど
う
で

す
か
。

市
長 

大
変
元
気
が
出
ま

し
た
。「
今
日
コ
ウ
ノ
ト
リ

見
た
よ
。
い
い
こ
と
あ
る

か
も
」と
い
う
の
は
、
セ

ン
ス
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、
マ
ー
ク
や
ロ
ゴ

を
作
っ
て
情
報
発
信
し
て

い
き
ま
す
が
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
ぜ
ひ
、

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
個
人
的
に
は
溶
岩
カ

レ
ー
、
と
て
も
気
に
入
り

ま
し
た
。

▲豊岡の人・まちへの熱い思いで包まれた座談会の会場

▲多くのユニークな意見に笑いが絶
えない市長とGREGOLYさん
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　市では、市民の皆さんに広く市政を知っていただき、理解を求めるとともに、一緒になってま
ちづくりを進めていくため、｢豊岡市政出前講座｣を開設しています。
　出前講座は、市民の皆さんが開催される学習会や研修会などからの依頼により、市の職員が
講師として出向き、市が行っている事業や施策などをお話させていただく制度です。皆さん、ぜ
ひ、利用ください。

豊岡市政出前講座メニュー一覧表

◆利用できる方

◆利　用　期　限

◆講座メニュー
◆講　座　時　間

◆会　　　　場
◆費　　　　用
◆申　込　方　法

《問合せ》

豊岡市政出前講座のご案内

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課
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【
平
成
21
年
度
の
実
績
】

▽
実
施
講
座
メ
ニ
ュ
ー
数

▽
実
施
講
座
数

▽
延
べ
受
講
者
数 

▽
人
気
メ
ニ
ュ
ー

▽
主
な
利
用
団
体

●
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

▽
回
答
者
数

▽
回
収
率

▽
年
齢

▽
感
想

▽
主
な
意
見

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課

番
号

メ
ニ
ュ
ー

担
当
課
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●狂犬病の予防注射を受けましょう●
　市では、狂犬病予防法で犬の飼い主へ義務付け
られている狂犬病予防注射（集合注射）を、次のと
おり実施します。生後３カ月以上の犬は、毎年１回、
必ず狂犬病予防注射をする必要があります。

《問合せ》生活環境課環境衛生係☎23-5304

○狂犬病予防注射のみの料金は3,200円
  （新たに登録する場合は別途3,000円必要）
○釣り銭の要らないように準備ください。
○注射は、動物病院でも受けられます。

●●●　但　東　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月12日（水）

水石公民館 11：45〜11：50
畑公民館 11：55〜12：00
野尻公民館 13：10〜13：15
矢根公民館 13：20〜13：25
奥矢根公民館 13：35〜13：40
天谷公民館 13：55〜14：00
西谷公民館 14：05〜14：10
河本コミュニティセンター 14：15〜14：20
三原集会所 14：30〜14：35
唐川公民館 14：40〜14：45
太田地区集会所 14：50〜14：55
東里公民館 15：00〜15：05
西野々公民館 15：10〜15：15
高龍寺集会所 15：25〜15：30
但東市民センター裏 15：45〜15：55

５月13日（木）

薬王寺中村公民館  8：50〜 8：55
大河内公会堂  9：05〜 9：10
小坂集会所  9：25〜 9：30
東中コミュニティセンター  9：35〜 9：40
後公会堂  9：45〜 9：50
高橋地区公民館 10：00〜10：05
佐田公会堂 10：10〜10：15
栗尾公民館 10：20〜10：25
平田創作館 10：30〜10：35
正法寺公民館 10：45〜10：50
小谷公民館 10：55〜11：00
相田コミュニティセンター 11：10〜11：15
相田保谷バス停 11：20〜11：25
佐々木鍛冶屋バス停 11：30〜11：35
佐々木集会所 11：40〜11：45
奥藤公民館 13：10〜13：15
中藤コミュニティセンター 13：20〜13：25
口藤公民館 13：30〜13：35
虫生公民館 13：40〜13：45
坂野公民館 13：50〜13：55
赤野太刀振伝承館 14：05〜14：10
資母地区公民館 14：15〜14：20
日和坂公民館 14：30〜14：35
坂津公民館 14：40〜14：45
主計会議所 14：50〜14：55
赤花公民館 15：00〜15：05
奥赤公民館 15：10〜15：15
畑山中央公民館 15：25〜15：30
下畑山公民館 15：40〜15：45

●●●　出　石　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月11日（火）

鳥居多目的集会所  9：00〜 9：05
森井公民館  9：10〜 9：15
丸中公会堂  9：20〜 9：25
大谷公民館  9：30〜 9：35
三木集落センター  9：40〜 9：45
片間研修集会施設  9：50〜 9：55
伊豆公民館 10：05〜10：10
小坂地区多目的集会施設 10：15〜10：20
安良集会所 10：25〜10：30
田多地集会所 10：35〜10：40
奥小野公民館 10：55〜11：00
口小野公民館 11：10〜11：15
袴狭公民館 11：25〜11：30
宮内地区コミュニティセンター 11：40〜11：45
福見多目的集会所 13：10〜13：15
菅谷生活改善センター 13：20〜13：25
荒木公会堂 13：35〜13：40
細見旧公民館 13：45〜13：50
室見会館 13：55〜14：00
水上会館 14：10〜14：15
松枝会館 14：25〜14：30
川建工業㈱横 14：40〜14：45
寺町共同作業所 14：55〜15：00
出石総合支所 15：10〜15：20

５月12日（水）

奥山公民館  9：00〜 9：05
和屋公民館  9：15〜 9：20
榎見公民館  9：25〜 9：30
上村生活改善センター  9：35〜 9：40
中村公民館  9：50〜 9：55
福住公民館 10：05〜10：10
鍛冶屋公民館 10：20〜10：25
百合公民館 10：30〜10：35
上野多目的集会施設 10：40〜10：45
桐野公民館 10：50〜10：55
日野辺（片間） 11：05〜11：10
日野辺公民館 11：20〜11：25
寺坂集落センター 11：35〜11：40
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●●●　城　崎　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月27日（木）

上山消防団車庫前 13：00〜13：05
来日農作業所前 13：15〜13：25
結集落センター前 13：35〜13：45
飯谷公民館前 13：55〜14：00
今津公民館前 14：10〜14：15
四所神社境内 14：25〜14：35
城崎総合支所 14：45〜15：00

●●●　竹　野　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月27日（木）

竹野総合支所  8：40〜 8：50
切浜西側観光トイレ付近  9：00〜 9：05
浜須井公民館  9：15〜 9：20
奥須井公民館  9：30〜 9：35
西町公民館  9：50〜 9：55
鷹野神社 10：05〜10：15
竹野地区公民館 10：25〜10：35
竹野児童館 10：45〜10：50
須谷公民館 11：00〜11：05
松本公民館 11：15〜11：20
阿金谷  阿故谷神社 11：25〜11：30

５月28日（金）

竹野南地区公民館  9：00〜 9：05
御又公民館  9：15〜 9：20
河内バス停  9：30〜 9：35
門谷公民館  9：45〜 9：48
須野谷バス停  9：55〜10：00
大森公民館 10：10〜10：15
桑野本（旧大森小学校校庭）10：25〜10：30
三原公民館 10：55〜11：00
床瀬公民館 13：00〜13：05
中村バス停 13：15〜13：20
銅山バス停 13：30〜13：33
二連原会館 13：40〜13：45
小城公民館 13：55〜14：00
市場集会所横 14：10〜14：15
坊岡多目的集会施設 14：25〜14：30
林公会堂 14：40〜14：45
下塚公民館 14：55〜15：00
中竹野地区公民館 15：10〜15：15
小丸公民館 15：25〜15：30
田久日  三柱神社 16：00〜16：05

●●●　日　高　地　域　●●●
日程 場所 時間

５月25日（火）

十戸バス停  8：50〜 8：55
頃垣活性化センター  9：05〜 9：10
石井公民館  9：15〜 9：20
山宮堂前  9：25〜 9：35
清滝会館  9：45〜 9：50
神鍋会館  9：55〜10：05
名色公民館 10：15〜10：25
万場公民館 10：30〜10：35
山田バス停 10：40〜10：45
万劫バス停 10：50〜10：55
水口作業所 11：00〜11：05
東河内生活改善センター 11：10〜11：15
西気コミュニティセンター 11：25〜11：30
庄境公民館 12：45〜12：50
野公民館 12：55〜13：00
芝堂前 13：05〜13：10
田ノ口堂前 13：20〜13：25
広井公民館 13：35〜13：40
河畑バス停 13：50〜13：55
殿公民館 14：05〜14：10
三方基幹集落センター 14：20〜14：30
観音寺公民館 14：35〜14：40
森山公民館 14：45〜14：50
知見バス停 14：55〜15：05
佐田公民館 15：10〜15：15
伊府集落営農センター 15：20〜15：25

５月26日（水）

小河江バス停  8：50〜 8：55
河江堂前  9：00〜 9：05
八代バス停  9：10〜 9：15
八代ふれあいセンター  9：20〜 9：25
谷公民館  9：30〜 9：35
藤井公民館  9：40〜 9：45
竹貫公民館  9：50〜 9：55
国府駅前 10：00〜10：05
西芝須賀神社前 10：10〜10：15
池上公民館 10：20〜10：25
野々庄公民館 10：30〜10：35
堀公民館 10：40〜10：45
府市場公民館 10：50〜10：55
上郷作業所 11：05〜11：15
土居交流促進センター 11：25〜11：30
松岡公民館 11：35〜11：40
山本公民館 12：45〜12：55
水上公民館 13：00〜13：05
鶴岡公民館 13：15〜13：25
日高区公民館 13：30〜13：35
商工会館 13：40〜13：50
赤崎出荷場 14：00〜14：05
浅倉公民館 14：10〜14：15
岩中公民館 14：20〜14：25
江原公民館 14：30〜14：40
久田谷公民館 14：50〜14：55
夏栗公民館 15：00〜15：05
道場公民館 15：10〜15：15
久斗公民館 15：20〜15：30
日高農村環境改善センター 15：35〜15：45

イヌのしつけをしっかりしましょう
　イヌを飼育する方は、責任を持って終生適正に
飼育をし、イヌを地域の嫌われものにしないよう
に心掛けましょう。
■注意事項
・イヌの放し飼いは、やめましょう。他人に迷惑

を掛けるだけでなく、イヌにとっても交通事故
などに遭う危険性があります。

・散歩のときは、引き綱を着けて、イヌ
を制御できる方が行ってください。

・イヌのふんは、持ち帰りましょう。
・イヌに無駄吠えをさせないようにしましょう。
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　平成20年度から、自治体に対し寄付を行った場合、５千円を超える部分について、個人住民税所得割
額のおおむね１割を上限に所得税と合わせて全額税額控除される「ふるさと納税」制度がスタートしま
した。
　市では、「コウノトリ豊岡寄付金」と名称を定め、コウノトリ野生復帰を核とした「人と自然が共生す
るまちづくり」への支援をお願いし、多くの皆さんからの寄付を募っています。
　平成21年度の寄付金の受入状況と平成22年度の寄付金の活用方法についてお知らせします。

　《問合せ》政策調整課政策調整係☎21-9022

豊岡を応援してください
コウノトリ豊岡寄付金（ふるさと納税）

〈住所地別受入実績〉
寄付者住所区分 寄付

件数 寄付金額
関東 19件 520,000円
兵庫県内（市内除く） 11件 186,000円
近畿地方

（県内・市内除く） 11件 2,588,000円
豊岡市内 6件 334,000円
その他（北海道ほか） 3件 32,000円
東海 2件 20,000円

計 52件 3,680,000円

　平成21年２月１日から平成22年１月21日の間に寄付されたもの
を、平成22年度当初予算の中でさまざまな事業に財源として充当
し、活用することとしています。
　内訳は、寄付時の活用希望に応じて次のとおりとしています。

【　】内は充当額（寄付金配分額）

コウノトリ豊岡寄付
金の主な活用方法

 豊岡市コウノトリ基金
●コウノトリと共生する農村環境整備事業【12万円】
　　コウノトリ育む農法をはじめとした生き物を育

む環境に優しい農業を推進します。
●コウノトリ生息地保全対策事業【99万円】
　・コウノトリの生息地保全、市民の生きもの共生

意識の醸成を図ります。
　・企業・団体・大学などの継続的な活動に参画し

ます。
　・自然・環境教育をテーマに、子ども育成におけ

る地域ネットワークの確立を図ります。
●学校給食センター賄用需用費【1.3万円】
　　子どもたちにより栄養のバランスのとりやすい

米中心の食習慣を身に付けさせるとともに、環境
や農業への関心を高めます。

●ハチゴロウの戸島湿地管理費【18万円】
　　ハチゴロウの戸島湿地の管理費として活用しま

す。
 まちの活性化の取組み
●中心市街地活性化事業【６万円】
　　中心市街地活性化基本計画を策定します。
●但東観光施設管理費【50万円】
　　チューリップまつりの開催費用として活用します。
 医療・介護の取組み
●地域医療対策事業【２万円】
　　小児救急セミナーを開催するとともに、「目の愛

護デー」にちなんだ講演会などを開催します。
 学校教育の取組み
●小学校施設管理費【100万円】
　　学校施設の修繕費用として活用します。

●不登校等対策事業【15万円】
　　臨床心理士による教育相談や教師等関係者の各

種研修を行います。
●交通安全施設整備事業【２千円】
　　道路の区画線整備などの費用として活用します。
 観光振興の取組み
●観光事業【10万円】
　　観光客の誘致・増加を図り、市の経済活性化を

推進します。
 交通対策の取組み
●鉄道交通対策事業【５千円】
　　鉄道交通の利用促進を図るとともに、利便性・

快適性の向上を図ります。
 文化振興の取組み
●仲田光成記念豊岡竹野全国かな書展開催事業【９万円】
　　日本の伝統文化である書道を通して豊岡市の地

域文化の高揚と心豊かな地域づくりを進めます。
●東井義雄の心を伝える推進事業【１万円】
　　東井義雄の教育理念に学び、現在の教育実践に

生かしていく取組みを進めます。
●日本・モンゴル民族博物館事業【５万円】
　　企画展を開催するとともに、体験教室や民族音

楽コンサートを開催します。
●出石永楽館狂言開催事業【10万円】
　　出石永楽館で、市内の小学生６年生を対象に狂

言鑑賞教室と一般公開を行います。
 幼児教育・子育て支援の取組み
●保育対策等促進事業【30万円】
　　一時保育事業「ママの休日プレゼント」を実施

します。

平成21年度
寄付金受入実績

平成21年度の寄付金の受入実績は、次のとおりです。
◇総件数　52件　◇寄付金総額　3,680,000円

〈使途別受入実績〉
使　　途 寄付

件数 寄付金額
豊岡市コウノトリ基金 37件 1,308,000円
まちの活性化の取組み 3件 560,000円
医療・介護の取組み 1件 20,000円
学校教育の取組み 3件 1,152,000円
観光振興の取組み 1件 100,000円
文化振興の取組み 5件 240,000円
子育て支援の取組み 2件 300,000円

計 52件 3,680,000円



広報とよおか　2010.4.2515

市有土地を売却します
市では、利用予定のない土地を一般競争入札方式により売却します。

《問合せ》総務課管財係☎23-1111

◇一般競争入札物件
物件No. 所在地 台帳地目 現況地目 面積（㎡） 最低売却価格（円）

① 昭和町302番1 雑種地 宅　地 1,836.49 123,000,000
② 日高町江原字新町14番 宅　地 宅　地 262.14 10,700,000

［物件番号①］
●用途地域／準工業地域●建ぺい率／60％●容
積率／200％●ガス／豊岡エネルギー㈱●水道／
上水道●下水道／公共下水道●接面道路／市道
京極線（西側）、市道妙楽寺弥栄線（南側）●校区／

（小）八条小学校（中）豊岡南中学校●交通機関／
JR豊岡駅から南東へ約1,200m・市街地循環バス

「弥栄口」から北西へ約200m・全但バス「豊岡南警
察署」から南東へ約600m（直線）

［物件番号②］
●用途地域／無指定●建ぺい率／60％●容積率
／200％●ガス／プロパン●水道／上水道●下水
道／公共下水道●接面道路／一般国道482号●校
区／（小）日高小学校（中）日高東中学校●交通機
関／JR江原駅から南西へ約500m・全但バス「江原
本町」から南西へ約200m（直線）

◇「入札参加申込書」および「市有土地売却募集要領」の配布・入札参加の申込み
・配布・受付期間　４月26日（月）～５月14日（金）（土・日曜日、祝日を除く）
・配布・受付時間　午前８時30分～午後５時15分
・配布・受付場所　市役所本庁舎２階　総務課管財係（郵送による入札参加申
　　　　　　　　　込書の提出は不可）
※「募集要領」は市ホームページからもダウンロードできます。

◇入札日　5月25日（火）
・入札場所、入札時間、入札参加資格などの詳細は、「市有土地売却募集要領」をご覧ください。
・入札方式ですので、最低売却価格以上で最高金額を入札した方に売却します。

　また、現在下記の土地を随時募集（先着順）で売却しています。
◇随時募集物件
物件No. 所在地 台帳地目 現況地目 面積（㎡） 最低売却価格（円）

1 竹野町竹野字上広田1458番10 雑種地 雑種地 812.09 18,150,000
3 桜町31番2 宅　地 宅　地 691.29 38,310,000
4 桜町31番5 宅　地 宅　地 198.35 12,520,000
5 桜町31番6 宅　地 宅　地 198.35 12,250,000
6 気比字絹巻4001番67 雑種地 雑種地 1,850.71 70,040,000
7 気比字絹巻4001番293 雑種地 雑種地 856.51 37,960,000
8 気比字絹巻4001番294 雑種地 雑種地 895.23 32,890,000
9 正法寺字家上233番2 雑種地 雑種地 832.82 33,600,000 

※物件No.2は売却済

物件図②
日高町江原

②詳細図

物件図①
昭和町

①詳細図
（旧豊岡給食センター跡地） （旧産業会館跡地）
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▽
募
集
数

▽
応
募
資
格

▽
応
募
・
選
考
方
法

歩あ

る

キ
ン
グ
ダ
ン
ス
募
集

▽
日
時

▽
場
所

▽
定
員

▽
内
容

▽
入
場
料

▽
一
時
保
育

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始
日

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
合
せ

－

荻
おぎ

原
わら

次
つぎ

晴
はる

さんを招いて

　

市
で
は
、長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
キ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
代
表
の

荻
原
次
晴
さ
ん
を
迎
え
、昨
年
か
ら
推
進
し
て
い
る「
歩あ
る

キ
ン
グ（
歩

く
こ
と
に
よ
る
健
康
づ
く
り
）」を
ま
ち
じ
ゅ
う
で
盛
り
上
げ
て
い
く

た
め
に
、「
や
っ
て
み
よ
う
♪
歩
キ
ン
グ
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な「
歩
キ
ン
グ
」の
取
組
み
の
紹
介
や
、健
康
に
関
す
る

体
験
・
展
示
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。楽
し
く
、歩
キ
ン
グ
に
参
加

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
募
集
期
間

▽
注
意
事
項

▽
表
彰

▽
応
募
・
問
合
せ

－－

とよおか元気あっぷフェスタ
2010を開催

▲荻原次晴さん

健康増進課　■現住所：668-0045 豊岡市城南町23-6　　■5月6日から：668-0046 豊岡市立野町12-12



広報とよおか　2010.4.2517

　市では、昨年度から歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。その取組みの一
環である歩キングマップから、各地域のコースを６回シリーズでモニターさんが紹介します。

《問合せ》健康増進課　☎24-1127

運動で健康づくりを応援①

歩キングコースをモニターさんが紹介します

竹
野
コ
ー
ス

　
　
　

モ
ニ
タ
ー
さ
ん

①
竹
野
新
橋

②
阿
金
谷
橋

③
松
本
橋

吉
田
富
子
さ
ん（
64
歳
）

増
田
義
弘
さ
ん（
69
歳
）

伊
藤
奎け
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
73
歳
）

今
月
の
健
康
川
柳

健
や
か
に  

家
族
で
歩
く

                    

こ
の
至
福澄子  

※
と
よ
お
か
健
康
川
柳
優
秀
賞
よ
り

モ
ニ
タ
ー
の
声

伊藤さん増田さん 吉田さん

～第１回竹野コース～

①

②

③
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前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
学

生
が
、
学
生
納
付
特
例
申
請
を
し

て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▽
対
象　

制
度
対
象
の
学
校
に

在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
、

前
年
所
得
が
1
1
8
万
円
以
下

（
扶
養
家
族
が
あ
る
場
合
は
、そ

の
数
に
応
じ
て
加
算
）の
方

▽
承
認
期
間　

4
月（
今
年
20
歳

に
な
る
方
は
、
誕
生
日
の
前
日

の
属
す
る
月
）か
ら
翌
年
3
月

ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
と
印
鑑

・
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証（
裏
表
）の
写

し（
平
成
22
年
度
の
在
学
が
分

か
る
も
の
）

※
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
と

し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
承
認
期
間
の
保
険
料
の
追
納

・
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
って
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
3
年
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
5
月
8
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
5
月
6
日（
木
）・
10
日（
月
）・
17
日

（
月
）・
24
日（
月
）・
31
日（
月
）は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
係

　

国
民
年
金
額
は
、
40
年
間
保
険

料
を
納
め
た
場
合
、
満
額
で
年
額

7
9
2
、1
0
0
円（
平
成
22
年

度
）を
受
給
で
き
ま
す
が
、
老
後

に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
付

加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
が
定
額

保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス

し
て
納
付
す
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

※
付
加
年
金
を
2
年
間
受
給
す
る

と
、納
付
し
た
付
加
保
険
料
総

額
と
同
額
に
な
り
、以
降
は
支

払
っ
た
額
以
上
の
付
加
年
金
を

一
生
涯
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
上
記
、「
付
加
保
険
料
と
付

加
年
金
受
給
額
」を
参
照
）。

▽
注
意
事
項

・
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
を
受
け
て
い
る
方
や
国
民
年

金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付

加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

・
納
付
期
限（
翌
月
末
日
）を
過
ぎ

る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

・
障
害
基
礎
年
金
に
は
、
付
加
年

金
の
上
乗
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
老
齢
基
礎
年
金
を
65
歳
よ
り
前

に「
繰
上
げ
受
給
」、
ま
た
は

66
歳
よ
り
後
の「
繰
下
げ
受
給
」

す
る
場
合
に
は
、
付
加
年
金

も
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
減
額

率
・
増
額
率
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
納
付
期
限
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

・
口
座
振
替
の
方
は
、
納
付
期
限

が
振
替
日
と
な
り
ま
す
。

・
当
月
末
振
替
に
よ
る
早
割
り
納

付
は
、
納
付
月
の
末
日
が
振
替

日
と
な
り
ま
す
。

・
6
カ
月
前
納
の
上
期（
4
月
〜

9
月
分
）は
4
月
30
日
、
下
期

（
10
月
〜
3
月
分
）は
11
月
1
日

（
月
）が
振
替
日
で
す
。

・
一
年
前
納
の
振

替
日
は
4
月
30

日（
金
）で
す
。

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

付
加
保
険
料
を

納
付
し
ま
せ
ん
か
?

学
生
納
付
特
例
制
度

保
険
料
の
納
付
期
限

納付月 納付期限 納付月 納付期限

４月分 ５月31日 10月分 11月30日

５月分 ６月30日 11月分 平成23年１月４日

６月分 ８月２日 12月分 平成23年１月31日

７月分 ８月31日 １月分 平成23年２月28日

８月分 ９月30日 ２月分 平成23年３月31日

９月分 11月１日 ３月分 平成23年５月２日

〈付加保険料と付加年金受給額〉

 付加保険料　　    ：400円（月額）
 付加年金の受給額 ：200円×付加保険料納付月数

【例】付加保険料を10年間（120月）納付した場合
　　付加保険料400円×120月=48,000円
　　付加年金額200円×120月=24,000円（年額）
　　　※65歳から受給した場合の付加年金額です。



広報とよおか　2010.4.2519

明
さ
れ
、
地
球
科
学
の
発
展
に
と

て
も
役
立
っ
た
ん
だ
。

　

世
界
地
図
を
見
て
の
ち
ょ
っ
と

し
た「
ひ
ら
め
き
」が
、世
界
中
の

考
え
方
を
変
え
て
し
ま
う
大
き
な

成
果
に
つ
な
が
る
ん
だ
か
ら
、い

ろ
ん
な
こ
と
に
注
意
を
し
て
お
か

な
い
と
い
け
な
い
ね
。

　

み
ん

な
も
、

世
界
地

図
や
日

本
地
図

を
見
て

い
て
気

が
付
く

こ
と
は

な
い
か

な
?
も

し
か
す

る
と
そ

れ
は
世

界
的
な

発
見
に

な
る
か

も
?

し
た
土
砂
は
、海
洋
の
プ
レ
ー
ト

に
よ
っ
て
か
き
寄
せ
ら
れ
、大
陸

が
付
加
・
成
長
し
ま
す
。そ
の
結

果
、大
陸
の
端
は
、大
陸
か
ら
の
土

砂
と
南
の
海
で
で
き
る
石
灰
岩
や

チ
ャ
ー
ト（
石せ

き

英え
い

質
の
堆た

い

積せ
き

岩
）

が
混
じ
っ
て
、日
本
列
島
の
地
質

の
よ
う
に
帯
状
に
分
布
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
地
球
科
学
で
は
、こ
の

理
論
が
、星
や
人
工
衛
星
を
利

用
し
た
電
波
観
測
で
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。ハ
ワ
イ
島
と
茨
城
県

鹿
島
と
の
距
離
が
毎
年
6
〜
8

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
私
た
ち
の
爪
の

伸
び
る
速
度
）ず
つ
短
く
な
っ
て
い

る
の
で
、単
純
に
計
算
す
る
と
約

6
0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ハ

ワ
イ
諸
島
が
8
千
万
年
〜
1
億
年

後
に
は
日
本
に
衝
突
す
る
の
で
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21︲9016

  シリーズ17　　            プレート理論

　
「
プ
レ
ー
ト
理
論
」と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

　

地
球
の
表
面
が
い
く
つ
か
の
固
い

岩
盤
の
板（
プ
レ
ー
ト
）で
ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ

て
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
年
間
数
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ず
つ
移
動
し
て
い
る
と
い

う
理
論
で
す
。日
本
付
近
は
、太
平

洋
の
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

の
プ
レ
ー
ト
が
衝
突
し
て
、比
較
的

重
い
海
洋
の
プ
レ
ー
ト
が
大
陸
の
プ

レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
ん
で
い
ま

す
。図
の
よ
う
に
、海
洋
の
プ
レ
ー

ト
が
潜
り
込
む
と
き
に
、大
陸
の
プ

レ
ー
ト
と
の
摩
擦
で
周
期
的
に
大

地
震
が
起
こ
っ
た
り
、火
山
が
噴
火

し
た
り
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

ま
た
、大
陸
の
端
の
海
に
堆
積

●
大
陸
が
動
い
て
る
?

　

1
0
0
年
ほ
ど
昔
、
ド
イ
ツ
の

学
者
が
、
世
界
地
図
を
見
て
、
大

陸
を
く
っ
つ
け
る
と
凹
凸
が
合
う

の
で
、
も
と
は
1
つ
の
大
陸
だ
っ

た
も
の
が
分
か
れ
て
移
動
し
た
の

で
は
な
い
か
っ
て
考
え
た
ん
だ

（
下
図
）。

　

当
時
の
人
に
は
大
陸
が
動
く

こ
と
自
体
が
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

だ
っ
た
の
で
、全
く
信
用
さ
れ
な

か
っ
た
け
ど
、1
9
6
0
年
代
に

な
っ
て
急
に
注
目
さ
れ
だ
し
た
ん
だ
。

　

そ
れ
は
、離
れ
た
大
陸
か
ら
同

じ
動
物
や
植
物
の
化
石
が
出
る
こ

と
や
、海
底
の
岩
石
の
年
代
を
調

べ
る
と
、大
陸
と
大
陸
の
間
に
あ

る
海か

い

嶺れ
い（

海
底
火
山
の
山
脈
）の
近

く
の
岩
石
は
新
し
く
、大
陸
に
近

い
海か

い

溝こ
う（

海
の
中
に
あ
る
深
い
谷
）

近
く
の
石
は
古
い
こ
と
が
分
か
り
、

大
陸
が
移
動
し
て
い
る
証
拠
と

な
っ
た
ん
だ（
上
図
）。

　

大
陸
が
動
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
球
の
構

造
や
、
地
震
の
仕
組
み
な
ど
が
解

これは大発見!

げ
ん

プレート理論

日本周辺のプレート

日本海

震源

高圧型変成作用
低圧型変成作用

陸棚堆積物
付加体

海溝

火
山
弧

中
央
海
嶺

チャート
太平洋

サンゴ礁

海山
大陸プレート

海洋プレート

プレート図
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《
経
緯
・
趣
旨
》

　

現
状
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
、

平
成
31
年
度
に
は
市
内
総
生
産
が

平
成
19
年
度（
2
、8
0
1
億
円
）

比
で
少
な
く
と
も
約
2
2
4
億
円

（
8
％
）減
少
す
る
な
ど
、
非
常
に

厳
し
い
地
域
経
済
情
勢
が
予
測
さ

れ
、
税
収
減
な
ど
に
よ
り
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に

策
定
し
ま
し
た
。

《
平
成
21
年
度
の
取
組
み
》

■
平
成
21
年
11
月　

豊
岡
市
経
済

成
長
戦
略
策
定

　
「
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
会
議
」

（
経
済
界
・
産
業
界
な
ど
の
代
表

者
で
構
成
）か
ら
戦
略
の
提
言
を

受
け
、
今
後
10
年
間
で
重
点
的
に

取
り
組
む
15
の
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

《
戦
略
の
概
要
》

■
目
指
す
べ
き
将
来
像

　

環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

■
目
標
数
値

　

平
成
19
年
度
の
市
内
総
生
産
か

ら
約
65
億
円（
2
・
3
％
）増
の
経

済
成
長
を
図
り
ま
す
。

■
基
本
戦
略

○
豊
岡
の
特
色
を
伸
ば
し
、
他
地

域
と
の
差
別
化
を
図
る
。

・
環
境
経
済
型
企
業
の
集
積

・
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
普
及

・
地
産
地
消
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進

・
バ
イ
オ
マ
ス
の
推
進
な
ど　

○
豊
岡
の
課
題
を
克
服
し
、解
決
に

向
け
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
す
。

・
域
外
か
ら
の
マ
ネ
ー
の
獲
得
を

拡
大
す
る
。

・
域
内
の
経
済
循
環
を
高
め
る
。

　
（
域
外
へ
の
マ
ネ
ー
の
流
出
を

縮
小
）

《
今
後
の
予
定
》

　
「
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
会
議
」

で
、
経
済
成
長
戦
略
の
進
行
管
理

を
行
い
、「
豊
岡
市
事
務
事
業
評

価
」で
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
果

を
評
価
・
検
証
し
ま
す
。

　

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
・

関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
し
な
が

ら
推
進
し
ま
す
。

※
本
計
画
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
経
済
成
長
戦
略
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

経
済
成
長
戦
略
策
定

公
共
交
通
活
性
化

平
成
21
年
度市

の
主
要
事
業
の
あ
ゆ
み

幼
稚
園
・
保
育
所
の

あ
り
方
計
画
の
策
定

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

幼
児
期
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
ち
、
人
間
形
成
の
基
礎

が
培
わ
れ
る
極
め
て
重
要
な
時
期

で
す
。

　

市
で
は
、
よ
り
良
い
就
学
前
の

教
育
・
保
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

《
平
成
21
年
度
の
取
組
み
》

■
平
成
21
年
10
月　

豊
岡
市
に
お

け
る
幼
稚
園
と
保
育
所
の
あ
り

方
計
画
策
定

　

豊
岡
市
幼
保
対
策
審
議
会
か
ら

豊
岡
市
の
幼
稚
園
と
保
育
所
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け
、

市
民
説
明
会
や
地
域
懇
談
会
な
ど

を
開
催
し
、
教
育
委
員
会
に
お
い

て
検
討
し
、
ま
と
め
ま
し
た
。

《
計
画
の
概
要
》

■
計
画
期
間

　

平
成
21
年
度
〜
27
年
度

■
主
な
内
容

　

園
児
数
の
減
少
や
園
舎
の
老
朽

化
、
在
宅
4
歳
児
の
集
団
生
活
の

場
が
な
い
な
ど
の
課
題
や
本
市
の

就
学
前
の
教
育
・
保
育
の
現
状
を

踏
ま
え
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の
目

指
す
べ
き
基
本
方
向
や
具
体
的
方

策
を
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
稚

園
と
保
育

所
の
新
た

な
編
成
や

年
次
計
画

を
示
し
て

い
ま
す
。

※
計
画
期

間
内
で

あ
っ
て
も
、
対
象
園
児
数
の
推

移
や
小
学
校
と
の
関
係
な
ど
を

踏
ま
え
、
あ
り
方
に
つ
い
て
の

必
要
な
検
討
を
行
い
ま
す
。

《
今
後
の
予
定
》

　

編
成
案
の
具
体
化
に
向
け
て
、

引
き
続
き
、
地
域
や
保
護
者
、
関

係
社
会
福
祉
法
人
な
ど
と
の
協
議

を
行
う
と
と
も
に
、
計
画
年
次
の

早
い
地
域
か
ら
、
順
次
、
地
域
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
現
在
検
討
中
の
も
の

○
認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
制
度

・
5
月
末
を
目
途
に
決
定
し
ま
す
。

○「
就
学
前
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」の
策
定

・
市
内
い
ず
れ
の
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て

も
、
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を

提
供
す
る
た
め
に
、
10
月
末
を

目
途
に
策
定
し
ま
す
。

※
本
計
画
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
子
育
て
・
子
ど
も

情
報
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

♦
eイー
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

市
内
の
路
線
バ
ス
や
鉄
道
な
ど

の
公
共
交
通
の
利
用
者
は
、
車
社

会
の
進
展
や
少
子
化
な
ど
に
よ
り

年
々
減
少
し
て
い
る
た
め
、
市
で

は「
乗
っ
て
守
ろ
う
」を
合
言
葉
に
、

公
共
交
通
を
守
り
次
代
に
引
き
継

ぐ
取
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

《
平
成
21
年
度
の
取
組
み
》

■
市
職
員
が
率
先
し
て
e
通
勤

　

民
間
6
事
業
所
も
参
加

　

平
成
21
年
3
月
末
で
は
、
市
職

員
の
公
共
交
通
機
関
通
勤
者
は
6

人
で
あ
っ
た
が
、
12
月
に
は
2
5

0
人
に
増
加
し
ま
し
た
。

※
取
組
み
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な   

ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
内   

外
に
取
組
み
の
趣
旨
や
必
要
性

を
発
信
で
き
ま
し
た
。

《
今
後
の
予
定
》

　

さ
ら
に
利

用
し
や
す
い

環
境
を
整
え
、

全
市
的
に

「
e
通
勤
の

輪
」を
広
げ

て
い
き
ま
す
。
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♦「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
7ナナ　
マ
ル0
」

《
経
緯
・
趣
旨
》

　
「
人
」「
物
」「
情
報
」が
集
中
す

る
首
都
圏
と
但
馬
を
直
接
結
ぶ
こ

と
は
、
人
口
減
少
時
代
に
あ
っ
て
、

大
交
流
実
現
に
結
び
つ
く
こ
と
で

あ
り
、
地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空

港
か
ら
東
京
へ
の
直
行
便
の
実
現

に
向
け
、「
但
馬
伊
丹
路
線
」の
利

用
率（
搭
乗
率
）を
70
％
に
す
る
取

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

《
平
成
21
年
度
の
取
組
み
》

■「
但
馬
伊
丹
路
線
」の
利
用
率
を

　

70
％
に
す
る
取
組
み
継
続

■
東
京
直
行
便
の
航
空
会
社
確
保

　

の
取
組
み

　

羽
田
空
港
は
、
こ
れ
ま
で
小
型

機
の
発
着
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
秋
の
第
4
滑
走

路
の
供
用
開
始
に
伴
い「
地
域
主

体
の
小
型
機
に
よ
る
新
規
路
線
開

設
枠
」1
枠
の
配
分
が
決
ま
り
ま

し
た
。

《
今
後
の
取
組
み
》

　

東
京
直
行
便
の
実
現
に
は
、但
馬

地
域
の
航
空
需
要
が
旺
盛
で
あ
る

こ
と
を
目
に
見
え
る
形
で
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
り
、「
但
馬
伊
丹

路
線
」の
さ
ら
な
る
利
用
推
進
を

図
り
ま
す
。

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備

新
庁
舎
建
設
事
業
の
推
進

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

市
役
所
本
庁
舎
は
昭
和
2
年
に

建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
建
物
の
老

朽
化
、
事
務
室
の
分
散
化
や
事
務

ス
ペ
ー
ス
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不

足
に
よ
っ
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と

事
務
効
率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
庁
舎
建
設
を
検

討
し
、
平
成
20
年
度
に
新
庁
舎
建

設
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

《
平
成
21
年
度
の
取
組
み
》

■
平
成
22
年
2
月　

新
庁
舎
建
設

　

基
本
設
計
完
了

　

北
但
大
震
災
の
復
興
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
建
築
さ
れ
、
80
年
以
上
も

の
間
、皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た

現
本
庁
舎
を
保
存
・
活
用
し
ま
す
。

《
設
計
の
概
要
》

■
現
本
庁
舎
の
活
用

・
1
階　

交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

前
面
の
市
民
広
場
と
と
も
に

　
　

交
流
・
に
ぎ
わ
い
の
場

・
2
階　

議
場

　
　

豊
岡
市
政
の
歴
史
を
刻
む
場

・
3
階　

建
築
基
準
法
上
、
活
用

す
る
こ
と
に
制
約
が
あ
る
た

め
、
国
や
県
と
協
議
中

■
新
庁
舎
の
階
層
概
要

・
1
階　

市
民
課
や
税
務
課
な
ど

　
　
（
来
庁
者
の
多
い
部
課
）

・
2
階　

経
済
部
や
コ
ウ
ノ
ト
リ

　
　

共
生
部（
来
庁
者
の
比
較
的

　
　

多
い
部
課
）

・
3
階　

市
長
・
副
市
長
室
お
よ

　
　

び
防
災
課（
災
害
時
の
中
枢

　
　

機
能
）な
ど

・
4
階
〜
6
階　

他
部
課
の
執
務

　

ゾ
ー
ン

・
7
階
南
側　

議
会
ゾ
ー
ン

《
今
後
の
予
定
》

　

今
年
度
は
、
平
成
24
年
度
末
の

新
庁
舎
完
成
に
向
け
て
、
よ
り
詳

細
な
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
工
事
の
事
前
段
階

と
し
て
、
仮
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。

《
経
緯
・
趣
旨
》

　

豊
岡
病
院
の
移
転
に
伴
い
平

成
18
年
に
策
定
し
た「
豊
岡
病
院

跡
地
利
用
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、

健
康
増
進
拠
点
機
能
と
保
健
・
福

祉
・
医
療
機
能
を
連
携
さ
せ
た
総

合
健
康
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
り
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
事
業
運
営
を
実
現
す
る
た

め
、設
計
・
工
事
監
理
、建
設
、
維

持
管
理
運
営
を
一
括
し
て
委
託
す

る
公
設
民
営（
D
B
O
）方
式
を
採

用
し
、
平
成
19
年
度
は
事
業
者
選

定
、20
年
度
は
、豊
岡
病
院
旧
第
6

病
棟
を
改
修
す
る
健
康
福
祉
施
設

を
含
む
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

《
平
成
21
年
度
の
取
組
み
》

・
4
月　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備

　
　
　
　

工
事
着
手

・
7
月　

健
康
福
祉
施
設
建
築
工

　
　
　
　

事
、
機
械
設
備
工
事
、

　
　
　
　

電
気
設
備
工
事
着
手

・
9
月　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康

　
　
　
　

増
進
施
設
の
設
置
及
び

　
　
　
　

管
理
に
関
す
る
条
例
制

　
　
　
　

定
、
指
定
管
理
者
指
定

・
11
月　

施
設
の
愛
称
公
募

・
12
月　

愛
称
が「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー

　
　
　
　

ク
豊
岡
」に
決
定

・
3
月　

健
康
増
進
施
設
お
よ
び

　
　
　
　

健
康
福
祉
施
設
建
築
工

　
　
　
　

事
な
ど
竣
工

《
施
設
の
概
要
》

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

め
る
運
動
施
設

○
プ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
タ

ジ
オ
、
マ
シ
ン
ジ
ム
の
最
新
施

設
を
整
備

○
屋
外
に
は
多
目
的
コ
ー
ト

《
今
後
の
予
定
》

　

4
月
か
ら
、
指
定
管
理
者
に
よ

る
施
設
の
維
持
管
理
運
営
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
健
康
増
進
施

設
と
し
て
利
用
推
進
を
図
り
ま
す
。

▲新庁舎のイメージ図

▲ラウンジでクライミング

▲マシンジムでのトレーニング風景



【
３
月
】

13
日　

三
江
地
区
県
民
交
流
広
場

竣
工
式（
24
日　

中
竹
野

地
区
県
民
交
流
広
場
）

16
日　

福
住
小
学
校
児
童
サ
ケ
の

稚
魚
放
流

19
日
・
円
山
川
漁
協
と
港
西
小
学

校
児
童
、ハ
マ
グ
リ
放
流

　
　

・
豊
岡
市
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ

セ
ミ
ナ
ー

24
日　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
増

進
施
設「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー

ク
豊
岡
」オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト（
〜
29
日
）、
竣

工
式（
28
日
）、
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン（
４
月
１
日
）

25
日　

佐
野
浄
水
場
竣
工
式

27
日　

資
母
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
、

但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー
竣

工
式

29
日　

一
般
国
道
4
2
6
号
豊
岡 

バ
イ
パ
ス（
第
2
工
区
）開

通
を
祝
う
会

【
４
月
】

１
日
・
豊
岡
市
無
料
職
業
紹
介
所

開
設

　
　

・
豊
岡
市
水
道
お
客
さ
ま
セ

ン
タ
ー
開
設

　
　

・
豊
岡
市
の
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
採
用

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

県
民
交
流
広
場
が
、
3
月
13
日
、

三
江
地
区
公
民
館（
鎌
田
）に
、
24

日
に
は
中
竹
野
地
区
公
民
館（
竹

野
町
轟
）に
完
成
し
、
竣
工
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
県
の
県
民
交
流
広

場
事
業
を
受
け
整
備
し
た
も
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
修
を
行
い
、
全
館

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
、

歌
や
踊
り
な
ど
で
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
に
は
、
資
母
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
県
の

「
木
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

「
県
民
交
流
広
場
事
業
」に
よ
り
整

備
し
た
も
の
で
、
地
元
但
東
産
の

木
材
を
多
く
使
用
し
、
通
常
使
わ

な
い「
根
曲
が
り
材
」を
採
用
し
、

太
陽
光
発
電
設
備
も
備
え
た
環
境

に
優
し
い
集
会
施
設
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
27
日
に
は
、
但
東
子
育

て
セ
ン
タ
ー
の
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
伴
う
竣
工
式
も
行
い
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
4
月
17
日
に
は
、
竹
野

南
地
区
公
民
館
で
も
県
民
交
流
広

場
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
安
全
安
心
な
水
道
水

を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
に
、
水

源
の
安
定
化
、
老
朽
施
設
の
更
新
、

水
質
対
策
の
強
化
な
ど
、第
5
次
拡

張
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
佐
野
浄
水
場
の
改
築

工
事
が
完
了
し
、
3
月
25
日
、
竣

工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
施
設
は
、

○
病
原
性
微
生
物
を
確
実
に
除
去

で
き
る
膜
ろ
過
処
理
方
式
採
用

→
薬
品（
凝
集
剤
）使
用
量
低
減

○
水
位
差
を
利
用
し
た
ろ
過
処
理

→
ポ
ン
プ
運
転
省
力
化

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー（
太
陽
光
発

電
）活
用

な
ど
、
処
理
機
能
の
向
上
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

3
月
27
日
、
シ
ル
ク
温
泉「
や

ま
び
こ
」に
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
、
点

火
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
を
主
ボ
イ
ラ
ー
と
し
て
運
転

し
、
既
存
の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
は
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
ボ
イ
ラ
ー
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

灯
油
の
使
用
量
が
大
幅
に
減
少
し
、

年
間
約
5
9
0
ト
ン
の
二
酸
化
炭

素
の
排
出
が
削
減
で
き
ま
す
。

　

当
面
は
市
外
か
ら
ペ
レ
ッ
ト
を

購
入
し
ま
す
。
し
か
し
、
今
年
度

中
に
北
但
東
部
森
林
組
合
が
ペ
レ

ッ
ト
製
造
施
設
を
整
備
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
平
成
23
年
度
か
ら
は
、

市
内
の
間
伐
材
な
ど
を
原
料
と
す

る
ペ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
ま
す
。
地

域
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
域
で
利
用
す
る
循
環
型
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想「
山
の
緑
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
」

シ
ル
ク
温
泉「
や
ま
び
こ
」で
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
が
稼
動

信
頼
さ
れ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
目
指
し
て

第
５
次
拡
張
事
業　

佐
野
浄
水
場
竣
工

▲

資
母
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
を
祝
う

バ
レ
エ
と
コ
ン
サ
ー
ト

地
域
住
民
が
集
ま
り
、憩
う
交
流
拠
点
施
設
整
備

県
民
交
流
広
場
、交
流
セ
ン
タ
ー
、子
育
て
セ
ン
タ
ー
竣
工

▲佐野浄水場竣工式のテープカット

▲中竹野地区県民交流広場完成を親子
で祝う
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1
9
7
0
年
12
月
、
く
ち
ば
し

の
折
れ
た
1
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

武た
け

生ふ

市（
現
越
前
市
）の
白し

ら

山や
ま

・
坂

口
地
区
に
舞
い
降
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は「
コ
ウ
ち
ゃ
ん
」と
名

付
け
、
観
察
や
餌
場
作
り
を
し
て

見
守
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
鳥

は
満
足
に
餌
を
捕
る
こ
と
が
で
き

ず
、
や
つ
れ
て
い
く
ば
か
り
。
や

む
な
く
捕
獲
さ
れ
、
豊
岡
の
飼
育

場
に
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。
以

来
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
白
山
・
坂
口

地
区
に
現
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
年
の
4
月
1
日
、

豊
岡
生
ま
れ
の
2
羽
の
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
白
山
地
区
に
舞
い
降
り
た
の

で
す
。

  

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
帰
っ
て
き
た
！

40
年
ぶ
り
で
す
。
エ
イ
プ
リ
ル
フ

ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
区
は

歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

偶
然
で
し
ょ
う
か
？
い
い
え
、

白
山
・
坂
口
地
区
の
人
た
ち
は
、

い
つ
か
ま
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
や
っ

て
く
る
よ
う
に
と
、
農
薬
に
頼
ら

な
い
米
作
り
を
始
め
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
名
も
実
に
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
呼
び
戻
す
農
法
」！
で
す
。

　

2
0
0
8
年
10
月
に
は
、
私
も

越
前
市
に
招
か
れ
て
豊
岡
の
取
組

み
を
紹
介
し
、
い
つ
か
き
っ
と
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
帰
っ
て
き
ま
す
、
と

励
ま
し
て
い
ま
し
た
。
越
前
市
の

奈
良
市
長
と
農
家
の
方
々
が
豊
岡

に
来
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、
そ
の
熱
意
と
努

力
を
評
価
し
、
表
彰
状
を
持
っ
て

行
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

  

と
こ
ろ
で
、
コ
ウ
ち
ゃ
ん
は
ど

う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
？
豊
岡
で

「
武
生
」と
名
付
け
ら
れ
、
長
ら

く
独
り
身
で
し
た
が
、
1
9
9
0

年
に
多
摩
と
い
う
オ
ス
と
カ
ッ
プ

ル
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
94
年
、

待
望
の
ヒ
ナ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

2
0
0
3
年
に
高
齢
だ
っ
た
多
摩

が
死
亡
。
再
び
独
り
身
に
な
り
ま

し
た
が
、
05
年
4
月
に
孫
4
羽
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

  

そ
の
年
の
6
月
20
日
、
武
生
は

静
か
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。

　

武
生
の
魂
が
白
山
に
飛
ん
で
い

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ウ
ち
ゃ
ん
帰
還
す

30

　

市
街
地
循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」

の
４
月
１
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、

総
合
健
康
ゾ
ー
ン（
ウ
ェ
ル
ス
ト

ー
ク
豊
岡
）に
コ
バ
ス
の
バ
ス
停

を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

発
着
点
を「
じ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー
」

か
ら「
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
」に
変
更

す
る
た
め
、
Ａ
ル
ー
ト
は
、
一
部

の
便
を
除
き
、「
立
野
町
」「
じ
ば
さ

ん
セ
ン
タ
ー
」ま
で
運
行
し
な
い

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ａ
ル
ー
ト
の
車
両
を
乗

降
が
し
や
す
い
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

（
低
床
型
）バ
ス
に
更
新
し
ま
し
た
。

こ
の
新
車
両
は
、
市
内
の
路
線
バ

ス
で
は
初
め
て「
ア
イ
ド
ル
・
ス

ト
ッ
プ
・
シ
ス
テ
ム
」を
搭
載
し

て
お
り
、
赤
信
号
な
ど
の
車
両
停

車
時
に
は
自
動
的
に
エ
ン
ジ
ン
が

停
止
す
る
、
環
境
に
や
さ
し
い
仕

様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
公
共
交
通
を
守
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、誰
も
が
気
軽
に
取
り

組
め
る
歩
く
こ
と
に
よ
る
健
康

づ
く
り
を「
歩
キ
ン
グ
」と
名
付

け
、推
奨
し
て
い
ま
す
。そ
の
取
組

み
の
一
環
で
も
あ
り
、
今
後
策
定

す
る「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェル
ネ
ス
豊
岡
構

想
」の
事
前
事
業
と
し
て
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
東
側
の
円
山

川
堤
防
上
周
回
コ
ー
ス（
約
4
・

5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）を
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
設
定
し
、
3
月
30

▲山吹色の車体に、市のマスコットのラッピ
ングが施された新車両

▲ゴール地点表示板

市
街
地
循
環
バ
ス「
コ
バ
ス
」４
月
１
日
ダ
イ
ヤ
改
正

新
車
両「
玄
さ
ん
の
コ
バ
ス
」運
行
開
始

楽
し
く
、効
果
的
に
歩
い
て
、健
康
づ
く
り円

山
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備

日
、
歩
き
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
に
は
、
5
0
0
メ
ー
ト

ル
ご
と
に
、
距
離
表
示
、
消
費
カ

ロ
リ
ー
、
効
果
的
な
歩
き
方
の
路

面
表
示
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

▲スタート地点表示板

▲スタートから２km地点
の表示板
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大
師
山
名
物「
か
わ
ら
け
投
げ
」

地
域
の
名
物
が
20
年
ぶ
り
に
復
活
！

城 崎城 崎

第
１
回
豊
岡
市
ジ
オ
ツ
ア
ー

眼
前
に
太
古
の
風
景
が
広
が
る
！

竹 野竹 野

豊
岡
菓
子
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

食
べ
ん
ち
ぇ
〜
、遊
び
ん
ち
ぇ
〜
、

歩
き
ん
ち
ぇ
〜

豊 岡豊 岡

▲城崎温泉街を一望できる所で｢かわらけ投げ｣に挑戦す
る参加者たち

　

４
月
４
日
、
市
役
所
前
広
場
で
、
菓か

祖そ

･
田た

道じ

間ま

守も
り

の
ふ
る
さ
と
豊
岡
の
お
菓
子
の
祭
典「
豊
岡
菓
子

フ
ェ
ス
タ
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
、
豊
岡
の
春

ま
つ
り
に
併
せ
、
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

菓
子
フ
ェ
ス
タ
の
目
玉「
豊
岡
の
銘
菓
大
集
合
」

で
は
、
豊
岡
の
お
菓
子
が
抹
茶
付
き
で
2
0
0
円
で

食
べ
ら
れ
る
と
あ
り
、
開
会
前
か
ら
大
行
列
が
で
き
、

約
１
時
間
で
完
売
す
る
と
い
う
人
気
振
り
で
し
た
。

ま
た
、
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
豊
岡
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
と
の
記
念
撮
影
会
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
終
始
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
開
通
り

を
歩
く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
は
約
6
0
0
人
が
参
加

し
、
晴
天
の
中
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

3
月
28
日
、城
崎
町
湯
島
の
大
師
山
山
頂
で
、再
建

さ
れ
た
温
泉
寺
奥
之
院
の
お
披
露
目
と
と
も
に
、「
か

わ
ら
け
投
げ
」が
復
活
し
ま
し
た
。

　

約
20
年
前
ま
で
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
た「
か
わ

ら
け
投
げ
」は
、「
一
願
成
就
」と
書
か
れ
た
的
に
目

掛
け
て
素
焼
き
の
小
皿
を
投
げ
る
も
の
で
、
3
皿

2
0
0
円
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
し
、
見
事
に
的
に
命
中
さ
せ
た
、
田
鶴
野
小

学
校
2
年
の
石
田
桃
香
さ
ん
は「
難
し
か
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
。
景
色
も
き
れ
い
だ
な
と
思
っ
た
」と

話
し
、
ま
た
、
温
泉
寺
の
小
川
祐ゆ

う

章し
ょ
う

さ
ん
は「
新
た

な
観
光
の
素
材
に
な
り
、
訪
れ
る
方
々
の
心
安
ら
ぐ

場
に
も
な
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
28
日
、
竹
野
海
岸
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
ジ

オ
ツ
ア
ー
に
、
市
民
た
ち
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

猫
崎
半
島（
竹
野
町
竹
野
）沿
い
を
通
っ
た
参
加

者
は
、
滑
り
や
す
い
足
元
に
注
意
し
な
が
ら
、
岸
壁

に
は
っ
き
り
と
残
る
ゾ
ウ
の
足
跡
化
石
な
ど
を
前
に

「
海
岸
が
大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
」な
ど
、
ガ
イ
ド
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
大

昔
の
痕
跡
」を
探
す
手
掛
か
り
を
聞
い
た
子
ど
も
た

ち
は
、
手
に
し
た
石
の
中
に
葉
の
化
石
を
見
つ
け
る

と
、
驚
く
と
同
時
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
、
は
さ
か
り
岩
を
見
学
す
る
な

ど
、
竹
野
海
岸
の
織
り
成
す
美
し
さ
を
再
認
識
し
て

い
ま
し
た
。

▲りく娘からお菓子をもらい、ゆるキャラと握手する子
どもたち

▲ガイドの説明に大昔の風景が頭の中に再現される…
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2
0
1
0
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
で
応
援

「
頑
張
れ
、
ニ
ッ
ポ
ン
！
」

但 東但 東

日
高
町
奈
佐
路
に
人
工
巣
塔
設
置

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
き
っ
と

気
に
入
っ
て
く
れ
る
は
ず
！

日 高日 高

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
前
模
擬
訓
練

重
傷
患
者
の
安
全
確
保
を

よ
り
迅
速
に
！

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲多くの地域住民が期待を込めて見守る中、人工巣塔を
設置

　

3
月
21
日
、
日
高
町
奈
佐
路
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工

巣
塔
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
日
高
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
定
着
を
！
」と
の
地
域
の
熱
い
思
い
を

受
け
、
日
高
町
商
工
会
の
皆
さ
ん
が
寄
付
を
募
り
、

商
工
会
合
併
記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の

で
す
。
巣
台
は
、
前
日
に
神
鍋
高
原
で
開
催
さ
れ
た

独
身
男
女
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
が
稲
わ
ら

な
ど
を
敷
き
詰
め
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
、
隣
接
す
る
ビ

オ
ト
ー
プ
に
、
フ
ナ
の
稚
魚（
約
1
0
0
匹
）を
放
流

す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

近
い
将
来
、
日
高
に
住
む
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、
こ
の

巣
塔
で
新
し
い
命
を
育
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲色とりどりのチューリップで描かれるフラワーアート

　

4
月
9
日
、
但
東
町
畑
山
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
で

「
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」が
開
幕
し
ま
し

た
。
恒
例
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
は
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
を
け
る「
ぞ
う
さ
ん
」で
、
こ
れ
は
、
南
ア
フ
リ
カ

共
和
国
で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

を
応
援
し
よ
う
と
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

月
初
め
の
寒
い
日
が
影
響
し
、
約
半
数
の
開
花
と

な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
開
会
と

同
時
に
一
斉
に
風
船
を
飛
ば
し
た
地
元
の
保
育
園
児

約
60
人
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
咲
き
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は「
ぞ
う
さ
ん
が
大
き
く
て
か
わ
い
い
」

「
つ
ぼ
み
が
多
い
け
ど
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大
好
き
」な

ど
と
話
し
、は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

　

4
月
2
日
、
出
石
中
学
校（
出
石
町
弘
原
）グ
ラ
ウ

ン
ド
を
皮
切
り
に
、
公
立
豊
岡
病
院（
戸
牧
）の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ（
4
月
17
日
運
航
開
始
）の
模
擬
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
重
症
患
者
の
発
生
を
想
定
し
、
病

院
･
医
師
と
消
防
署（
救
急
）と
の
連
携
で
、
迅
速
な

患
者
の
安
全
確
保
を
重
点
に
行
わ
れ
、
見
学
に
訪
れ

た
地
域
住
民
た
ち
に
も
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。

　

ヘ
リ
で
到
着
し
た
小
林
誠ま

こ

人と

医
師
は「
山
間
部
で

の
緊
急
医
療
の
実
施
は
大
き
な
進
歩
。
今
後
、
訓
練

を
重
ね
、
よ
り
良
い
医
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
」と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
ヘ
リ
内
部
の
紹
介
な
ど
に
、

見
学
者
は
興
味
津
々
に
見
聞
き
し
て
い
ま
し
た
。

▲住民たちがヘリ内部を見学。｢非常時には頼りにしてま
す！｣
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う
た
を
通
じ
た
出
会
い
や
交
流

　
「
さ
あ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歌

わ
ぁ
で
。
聞
い
と
る
だ
け
だ
っ

た
ら
お
も
し
ろ
な
か
ら
ー
な
」と
、

そ
の
場
に
い
る
み
ん
な
も
歌
の
輪

に
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
の
は
、
た

じ
ま
の
う
た
ま
つ
り
実
行
委
員
会

の
代
表
を
務
め
、
ま
た
、
フ
ォ
ー

ク
グ
ル
ー
プ「
少
年
探
偵
団（
ま
た

の
名
を『
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
め
ん
』）」と

一
緒
に
但
馬
中
を
駆
け
回
る
超
多

忙
な
沖
野
芳
郎
さ
ん
。

　

沖
野
さ
ん
は
、
郵
便
局
に
勤
務

し
な
が
ら
但
馬
勤
労
者
音
楽
協
議

会（
労ろ

う

音お
ん

）に
参
加
し
、
60
〜
70
年

代
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
中
心
に

歌
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
労
音
が
、

但
馬
中
に
音
楽
を
通
じ
て
の
人
の

つ
な
が
り
を
築
き
ま
し
た
。
沖
野

さ
ん
が「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
め
ん
」の
メ

ン
バ
ー
と
出
会
っ
た
の
も
こ
の
労

音
で
す
。「
こ
の
広
が
り
の
お
か

げ
で
、
新
聞
朝
刊（
毎
週
水
曜
日
）

に
掲
載
し
て
い
る『
た
じ
ま
の
う

た
』の
資
料
が
ど
ん
ど
ん
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
で
」と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

う
た
ご
え
ひ
ろ
ば（
喫
茶
）を
開
催

　

そ
う
し
た
中
、平
成
7
年
に「
う

た
ご
え
ひ
ろ
ば（
喫
茶
）」を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。「
声
が
掛
か
れ
ば

ど
こ
で
も
飛
ん
で
行
く
で
」と
言

う
だ
け
あ
り
、
ひ
ろ
ば
は

月
に
2
〜
3
回
、
老
人
ホ

ー
ム
か
ら
公
民
館
、
保
育

園
、
喫
茶
店
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
依
頼
が

来
ま
す
。
ま
さ
に「
芸
能

人
並
み
‼
」の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
こ
な
し
ま
す
。

「
た
じ
ま
の
う
た
ま
つ
り

実
行
委
員
会
」結
成

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
原
点
に
、
平

成
16
年
4
月「
た
じ
ま
の
う
た
ま

つ
り
実
行
委
員
会
」を
結
成
。
こ

の
会
は
、
会
員
約
2
3
0
人
と
い

う
大
所
帯
な
が
ら
、
会
費
や
規
約
、

定
例
会
は
一
切
な
し
。「
会
費
や
規

約
が
あ
っ
た
ら
、
縛
ら
れ
て
や
り

に
く
か
ら
ー
が
。
で
き
る
と
き
に

で
き
る
者も

ん

が
集
ま
っ
た
ら
え
え
」と
、

い
い
か
げ
ん
な
や
り
方
が「
好い

い

加か

減げ
ん

」だ
と
話
す
沖
野
さ
ん
。
こ

れ
が
長
続
き
の
秘
訣け

つ

だ
そ
う
で
す
。

　

何
か
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
る
ご
と

に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
で

き
る
者
が
集
ま
り
自
分
も
楽
し
む
。

「
こ
う
の
と
り
音
楽
祭
」や“
但
馬

の
鉱
山
と
人
々
の
暮
ら
し
”を
テ

ー
マ
に
し
た「
鉱
石
の
道
音
楽
祭
」、

「
う
た
ご
え
列
車
」な
ど
も
こ
う
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
特
に「
う
た

ご
え
列
車
」は
、
次
の
開
催
の
催

促
が
あ
る
ほ
ど
大
人
気
で
す
。

　

豊
岡
の
枠
を
飛
び
越
え
、但
馬
地
域
全
体
で
、う
た
を
通

じ
て
出
会
い
や
交
流
を
広
げ
、出
会
っ
た
人
々
ま
で
元
気
に

し
て
し
ま
う
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

沖
野
芳よ

し

郎ろ
う

さ
ん（
67
歳
）大
磯
町

但
馬
中
に
歌
声
を
響
か
せ

出
会
う
人
々
を
元
気
に
す
る
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

150回記念「うたごえ喫茶」（養父市）

ギター･ベースの川崎さん、清水さん、
丹後谷さん（左から）

仲
間
が
い
た
か
ら
今
が
あ
る

　
「
う
た
ご
え
ひ
ろ
ば（
喫
茶
）」を

始
め
て
は
や
15
年
。開
催
は
1
5
0

回
を
超
え
ま
し
た
。「
一
緒
に
や
っ

て
く
れ
る
仲
間
が
お
る
で
で
き
る

ん
だ
が
な
。
あ
り
が
た
い
で
」。

　

三
度
の
食
事
よ
り
う
た
が
好
き

な
沖
野
さ
ん
は
、「
元
気
が
あ
る

う
ち
に
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
集

中
し
た
い
」と
郵
便
局
を
退
職
し
、

今
の
活
動
に
専
念
。「
い
ろ
ん
な
と

こ
で
歌
い
な
が
ら
元
気
を
も
ら
っ

と
る
ん
だ
」と
話
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
健
康
が
取
り
え
の
沖
野

さ
ん
も
、昨
年
10
月
、体
調
を
崩
し

て
入
院
。し
ば
ら
く
歌
え
ず
寂
し

か
っ
た
こ
と
か
と
思
い
き
や「
い

や
い
や
、
入
院
中
も
廊
下
や
病
室

で
歌
っ
と
っ
た
ぁ
で
」と
。や
は
り
沖

野
さ
ん
に
と
っ
て「
歌
う
こ
と
」は

「
生
き
る
こ
と
」そ
の
も
の
の
よ
う

で
す
。き
っ
と
、沖
野
さ
ん
の
う
た

ご
え
は
、
聞
い
た
人
々
の
心
に
永

遠
に
響
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲たじまのうたまつり実行委
員会代表の沖野さん。趣味は
…やはり歌うこと

｢うたごえひろば」で一緒に歌う

豊岡市婦人共励会日高ブロック総会で
の「うたごえひろば ｣
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今
年
も
に
ぎ
わ
っ
た「
た
ん
と

う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」。
そ

の
会
場
近
く
に
位
置
す
る
資
母
幼

稚
園
は
、
山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
場
所
で
す
。

　

4
月
12
日
、
こ
の
日
か
ら
園
で

の
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

少
し
緊
張
…
で
も
、し
っ
か
り
！

　
「
連
絡
帳
を
出
す
と
こ
ろ
は
こ

こ
で
す
」「
こ

こ
で
お
帳
面

に
シ
ー
ル
を
張
り

ま
し
ょ
う
」な
ど
、

先
生
の
説
明

を
し
っ
か
り

聞
く
園
児
た

ち
。
靴
や
雨
傘
、

荷
物
な
ど
、
自
分
で

指
定
の
場
所
に
き
ち

ん
と
置
く
こ
と
が

で
き
、
ス
タ
ー
ト
は

上
々
で
す
。

私
た
ち
の
園
舎
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

先
生
の
部
屋
や
給
食
を
食
べ
る

部
屋
、
走
り
回
っ
て
も
大
丈
夫
な

部
屋
や
、
触
っ
て
は
い
け
な
い
物

な
ど
も
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
園
舎
の
中
を
探
検
し
ま

し
た
。

　

ト
イ
レ
の

使
い
方
も
し

っ
か
り
と
学

習
。
上
履
き

の
置
き
方
や
、
電
気
の
消
し
忘
れ

を
し
な
い
こ
と
な
ど
、
覚
え
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
よ

　

身
体
測
定
の
時
間
で
す
。
園
児

た
ち
は
、
自
分
で
脱

い
だ
服
を
頑
張
っ
て

畳
み
ま
し
た
。
先
生

の
力
は
借
り
な

い
ぞ
！

牛
乳
を
飲
ん
で
学
び
ま
す
！

　

こ
こ
で
少
し
休
憩
で
す
。
先
生

と
一
緒
に
、
お
い
し
い
牛
乳
を
飲

み
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
飲
む
前

に
し
っ
か
り
と
手
を
洗
い
ま
す
。

し
か
し
、
飲
ん
だ

後
も
大
事
で

す
。
牛
乳
パ

ッ
ク
も
し
っ

か
り
洗
っ
て
片
付

け
ま
し
た
。

「
先
生
、
で
き
た
‼
」

　

次
は
、
好
き
な
遊
び

を
楽
し
み
ま
す
。
ま
ま

ご
と
を
し
た
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
で

い
ろ
ん
な
形
を
作
っ
た
り
…
。

園
児
た
ち
は
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
合
い
な
が
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
て
い
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
給
食
、
う
れ
し
い
な
！

　

お
昼
に
な
る
と
、
初
め
て
の
給

食
で
す
。
慣
れ
る

ま
で
は
先
生
が
準

備
し
て
く
れ
ま
す

が
、
い
ず
れ
は
自

分
た
ち
で
…
。
好
き

嫌
い
な
く
た
く
さ
ん

食
べ
て
、
早
く
大
き
く
な
る
ぞ
！

地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
活
動
を
！

劇
団｢

さ
さ
え
合
う
一
座｣

（
豊
岡
）

　
「
は
よ
う
、
ご
飯
食
べ
さ
せ
て

く
れ
〜
な
〜
」、「
た
っ
た
今
、
食

べ
た
と
こ
ろ
や
ん
か
。
も
う
忘
れ

た
ん
か
」と
、
舞
台
で
は
、
認
知

症
で
悩
む
家
族
の
姿
が
元
気
に
演

じ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
「
さ
さ
え
あ
う
一
座
」は
、
県
立

但
馬
文
教
府
の
兵
庫
県
地
域
高
齢

者
大
学
地
域
活
動
実
践
講
座「
み

て
や
ま
学
園
大
学
院
」の
卒
業
生

7
人
で
つ
く
る
劇
団
で
す
。「
大
学

院
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
地
域
に
帰

っ
て
か
ら
も
生
か
し
た
い
」と
い

う
思
い
か
ら
、
同
大
学
院
の
福
祉
グ

ル
ー
プ
で
研
究
し
て
い
た
メ
ン
バ

ー
が
平
成
18
年
11
月
に
結
成
。そ
の

後
、「
認
知
症
」を
テ
ー
マ
に
、
市

内
の
老
人
会
な
ど
を
対
象
に
寸
劇

や
認
知
症
介
護
の
講
話
な
ど
を
通

じ
て
、
認

知
症
に
対

す
る
正
し

い
理
解
を

呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　

最
近
で

は
、「
笑
う

こ
と
も
大

切
」と
、
メ

ン
バ
ー
全
員

で
島
根
県
安や

す

来ぎ

市
へ「
ど

じ
ょ
う
す
く

い
」を
学
び

に
行
き
、
舞

台
で
披
露
し

て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な

が
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
一
番

大
切
」と
話
す
の
は
、
座
長
の
岡

本
博
明
さ
ん（
立
野
町
）。
舞
台
で

は
非
協
力
的
な
夫
の
役
を
演
じ
ま

す
。
ほ
か
の
団
員
も
、
認
知
症
の

母
や
そ
の
対
応
に
悩
む
妻
、
ナ
レ

ー
タ
ー
な
ど
、見
事
に
役
を
担
当
す

る
た
め
、
１
人
で
も
欠
け
る
と
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
「
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
今
の
内

容
を
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
、
も
っ

と
分
か
り
や
す
い
も
の
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」と
話
す
岡
本
さ
ん
。

声
が
掛
か
れ
ば
、
出
掛
け
て
行
っ

て
、
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

公
演
依
頼
は
岡
本
さ
ん
ま
で
。

☎
23
－
0
5
8
8

資し

母ぼ

幼
稚
園
（
但
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
5
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

④

▲元気に演じる団員たち

▲｢どじょうすくい｣もお見事！

広報とよおか　2010.4.2527



く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
13

　
﹁
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂を
紹
介
し
ま
す
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1

　

若
者
や
お
年
寄
り
が
消
費
者
契

約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
た
り
、
多
重
債
務
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
急

増
し
、
消
費
者
問
題
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
但
馬
の
3
市
2
町
と

県
が
連
携
し
、「
た
じ
ま
消
費
者
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」を
開
設
し
、
複
雑

化
・
多
様
化
し
た
消
費
生
活
相
談

の
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

●
4
月
19
日
ス
タ
ー
ト
！

　

但
馬
文
教
府
内
の
但
馬
生
活
科

学
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
た
事
務
所

で
、
市
町
の
相
談
窓
口
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

3
市
2
町
の
消
費
生
活
相
談
員

が
毎
日
交
代
で
消
費
生
活
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

●
こ
ん
な
と
き
は
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ

・
悪
質
な
訪
問
販
売
に
引
っ
か
か

っ
て
し
ま
っ
た
。

・
携
帯
電
話
に
身
に
覚
え
の
な
い

請
求
が
き
た
。

・
お
金
を
借
り
、
返

済
に
困
っ
て
い
る

が
、
誰
に
も
相
談

で
き
な
い
。

・「
最
終
通
告
」と
い
う
身
に
覚
え

の
な
い
は
が
き

が
届
い
た
。

・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
利
用

し
た
が
、
商
品
が
届
か
な
い
。

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
上
の
こ
と

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

※
1
人
で
悩
ま
ず
、
電
話
で
相
談

く
だ
さ
い
。

●
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室

　

市
で
は
、
平
成
3
年
度
か
ら

「
く
ら
し
の
相
談
室
」を
開
設
し

て
、
悪
質
な
訪
問
販
売
、
架
空
請

求
、
多
重
債
務
な

ど
、
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
方

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

●
5
月
は
消
費
者
月
間

　

守
ろ
う
よ
、
み
ん
な
を
！

  

～
な
く
そ
う
！

　

  　

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
～

　

相
談
室
で
は
、
消
費
者
月
間
事

業
と
し
て
、
パ
ネ
ル
展

示
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
啓
発
講
座
」

を
随
時
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
く
ら
し
の
相
談
室
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
昨
年「
豊
岡
市
経
済
成
長
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

戦
略
を
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
た
め
、
6
回
シ
リ
ー
ズ

で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
経
済
課
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
係
☎
23

－

4
4
8
0

環
境
都
市  
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝

　

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

み
ん
な
で
実
現
し
よ
う
！

豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー

　

今
後
10
年
間
で
、
市
の
目
指
す

べ
き
将
来
像
は
、
環
境
都
市「
豊

岡
エ
コ
バ
レ
ー
」で
す
。

　

エ
コ
は「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」の
略

称
、バ
レ
ー
は「
谷
間
、盆
地
」を

意
味
し
ま
す
。
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー（
半

導
体
企
業
の
集
積
）を
も
じ
っ
た

も
の
で
す
が
、市
で
は
環
境
経
済

型
の
企
業
集
積
な
ど
を
進
め
、名

実
と
も
に
世
界
に
誇
れ

る
エ
コ
バ
レ
ー
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、

◦
ま
ち
の
価
値
を
高
め
、
環
境
に

配
慮
し
た
技
術
開
発
や
企
業
誘

致
・
育
成
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
創
業
支
援
な
ど
で
市
内
へ
エ

コ
企
業
を
集
積
さ
せ
る
。

◦
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
普
及
や
地
産
地

消
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
推
進
な
ど
に
よ

り
、
環
境
配
慮
型
地
域
社
会
を

形
成
す
る
。

◦
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
機
に
若

者
の
市
外
へ
の
流
出
が
顕
著
と

な
っ
て
お
り
、エ
コ
バ
レ
ー
の
担

い
手
で
も
あ
る
労
働

力
を
確
保
す
る
。

な
ど
が
必
要
で
す
。

　

市
内
に
は
、
地
域
固
有
の
自
然

や
歴
史
、伝
統
、文
化
の
中
で
生
ま

れ
発
展
し
た
産
業
が
あ
り
、
近
年

で
は
環
境
と
経
済
の
好
循
環
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
地
域
の

魅
力
を
内
外
に
広
く
情
報
発
信
す

る
こ
と
で
、未
来
の
担
い
手
で
あ
る

若
者
を
呼
び
込
ん
で
い
き
ま
す
。

　

同
時
に
、
域
外

か
ら
所
得
を
獲
得

し
、
獲
得
し
た
所

得
を
域
内
で
循
環
す
る
よ
う
な
産
業

政
策
を
進
め
、持
続
可
能
な
経
済
・

産
業
の
循
環
構
造
を
構
築
す
る
な

ど
自
立
し
た
地
域
経
済
を
実
現
す

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

相 談 窓 口 住 所 電話番号 電話受付時間

県立但馬生活科学センター 妙楽寺41－1 23－0999 ９：00～16：30

たじま消費者ホットライン 妙楽寺41－1 23－1999 ９：00～16：30

豊 岡 市くらしの 相 談 室 中央町2－4 21－9001 ９：00～16：00

 消費者生活相談窓口紹介
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2
0
0
9
年
に
開
催
さ
れ
た
全

国
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
の
中
か
ら

ラ
ン
ナ
ー
が
選
ぶ「
全
国
ラ
ン
ニ

ン
グ
大
会
1
0
0
撰
2
0
0
9
」

に
、
第
30
回
兵
庫
神
鍋

高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
0
8
年
に
続
き
、
2
年
連

続
で
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
旭
日
単
光
章

▽
米
田
光
男（
日
高
町
栗
山
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
井
上　

寿（
日
高
町
山
田
）

▽
樋
口　

昇（
日
高
町
栗
山
）

　

長
年
に
わ
た
り
兵
庫
県
知
的
障

害
者
相
談
員
と
し
て
知
的
障
害
者

の
自
立
支
援
に
努
め
、
福
祉
の
増

進
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

▽
中
嶋
則
子（
気け

比い

）

　

平
成
12
年
に
豊
岡
市
港
お
手
玉

の
会
を
設
立
。「
お
手
玉
で
ぬ
く
も

り
を
届
け
た
い　

手
か
ら
心
へ
」

を
テ
ー
マ
に
但
馬
地
域
か
ら
他
府

県
へ
お
手
玉
の
輪
を
広
げ
る
な
ど
、

普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▽
国
府
地
区
い
ず
み
会

　

昭
和
47
年
発
足
。
主
に
料
理
講

習
な
ど
を
中
心
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
協
力
で
、
独
居
老
人
へ
の

給
食
サ
ー
ビ
ス
実
施
な
ど
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

▽
五
荘
お
手
玉
教
室

　

平
成
15
年
設
立
。
お
手
玉
が
持

つ
温
も
り
や
遊
び
で
、
老
人
会
や

公
民
館
事
業
な
ど
、
心
豊
か
な
地

域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

■
鳥
獣
被
害
対
策
優
良
活
動
表
彰

▽
豊
岡
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
班

　

地
域
一
体
と
な
っ
て
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
活
動
に
取
り
組
み
、後
継
者

育
成
に
対
し
て
も
行
政
と
連
携
し

て
組
織
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
農
政
功
績
者
表
彰（
農
用
地
等

集
団
化
事
業
）

▽
豊
岡
市
戸
島
土
地
改
良
委
員
会

　

農
用
地
の
有
効
利
用
と
生
産
性

の
向
上
を
図
る
た
め
農
用
地
の
集

団
化
率
87
・
5
％
を
達
成
さ
れ
ま

し
た
。

■
全
国
優
秀
賞

▽
岩
崎
友ゆ
う

花か（
森
本
中
1
年
）

神
鍋
マ
ラ
ソ
ン
が

「
全
国
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
1
0
0
撰せ

ん

」

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
！

　

わ
が
家
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
、り
せ
た

ん
♡
２
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
。明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 

勇
気
・
母 

由
紀
子
、九
日
市
上
町
）

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
と
ニ
コ
ニ
コ
仲
良
し
姉

妹
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。！

（
父 

浩
次
・
母 

敦
子
、日
高
町
鶴
岡
）

長谷川陽
ひ

南
な

ちゃん
（平成21年3月1日生）

宮村莉
り

聖
せ

ちゃん
（平成20年2月7日生）

　

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

家
族
み
ん
な
の
宝
物
だ
よ
！
元
気
に

育
っ
て
ね
☆

（
父 

嘉
之
・
母 

直
子
、正
法
寺
）

増田誠
せい

治
じ

ちゃん
（平成21年3月30日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

２
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く

な
っ
て
ね
♡

（
父 

辰
弥
・
母 

智
香
子
、庄
境
）

三宅瑠
り

來
く

ちゃん
（平成20年3月2日生）

　

２
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
。た

ろ
う
の
笑
顔
は
サ
イ
コ
ー
！
元
気
に

育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

（
父 

友
昭
・
母 

那
奈
、清
冷
寺
）

大字汰
た

桜
ろう

ちゃん
（平成20年3月22日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲

兵
庫
県
知
事
感
謝
状

近
畿
農
政
局
表
彰

平
成
21
年
度

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

兵
庫
県
く
す
の
き
賞

出
石
永
楽
館
が
建
築・設
備
維

持
保
全
推
進
協
会
の
第
19
回

B
ベ

ル

カ

E
L
C
A
賞（
ベ
ス
ト
リ
フ
ォ
ー

ム
部
門
）を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

B
E
L
C
A
賞
は
、
長
年
に
わ

た
り
適
切
な
維
持
保
全
が
行
わ
れ

て
い
る
建
築
物
や
優
れ
た
改
修
が

実
施
さ
れ
た
建
築
物
の
中
か
ら
、

特
に
優
秀
な
建
築
物
を「
ロ
ン
グ
ラ

イ
フ
」と「
ベ
ス
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
」の
2

部
門
に
分
け
て
表
彰
す
る
も
の
で
、

わ
が
国
初
の
既
存
建
築
物
の
総
合

的
表
彰
制
度
で
す
。

　

出
石
永
楽
館
は
、木
造
の
芝
居
小

屋
の
復
活
で
、粘
り
強
い
市
民
運
動

が
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
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期　

間

日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強
月
間

〜
社
員
増
強
運
動
に
協
力
く
だ
さ
い
〜

　

5
月
は
、「
日
本
赤
十
字
社
社
員

増
強
月
間
」で
す
。
今
年
も
、区
長

連
合
会
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
社
員
の
増
強

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
社
資
は
、
国
内

で
の
災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
、

国
際
救
援
活
動
や
医
療
事
業
、
血

液
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

の
実
施
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
お
世
話
を
い
た
だ
く

方
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
、
協
力（
加
入
）く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

　

男
女
27
歳
以
上
の
ボ
ー
ト
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

▽
日
程　
5
月
15
日（
土
）〜
16
日（
日
）

▽
会
場　

円
山
川
城
崎
漕
艇
場

▽
参
加
者
数　

約
1
0
0
団
体　

約
1
、0
0
0
人

▽
種
目

・
距
離　

1
、0
0
0
メ
ー
ト
ル

催　

し

第
3
回　
　
　
　
　
　
　

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ガ
ッ
タ

　

男
子（
エ
イ
ト
、
舵
手
付
フ
ォ
ア
、

舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
、
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
、シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
）、

女
子（
エ
イ
ト
、舵
手
付
ク
ォ
ド

ル
プ
ル
、ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
、シ
ン

グ
ル
ス
カ
ル
）、
男
女
混
成（
エ

イ
ト
、
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
、

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
）

・
距
離　

5
0
0
メ
ー
ト
ル

　

男
子
・
女
子
・
男
女
混
成（
い
ず

れ
も
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
）

▽
問
合
せ　

城
崎
温
泉
観
光
協
会

☎
32
－
3
6
6
3
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
☎
21
－
9
0
2
3

　

筋
力
、
柔
軟
性
、
全
身
持
久
力

な
ど
を
測
定
し
ま
す
。

▽
日
時　

5
月
26
日（
水
）午
前
10

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

　
「
体
力
測
定
・
運
動
相
談
」

▽
日
時　

5
月
9
日（
日
）午
後
2

時
30
分
〜

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん

但
馬　

2
階　

多

目
的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

▽
内
容

・
演
題　
「
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？

心
の
サ
イ
ン
」

豊
岡
健
康
を
す
す
め
る
会

健
康
講
演
会

　

全
国
各
地
の
子
ど
も
た
ち
に
本

の
楽
し
さ
を
届
け
る「
お
は
な
し
隊
」

が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
に
5
0
0

冊
も
の
本
を
積
ん
で
や
っ
て
き
ま

す
。

▽
日
時 
5
月
15
日（
土
）午
後
3
時

〜
4
時

▽
場
所　

但
東
総
合

支
所
前
駐
車
場

※
お
は
な
し
会　

但
東
子
育
て
セ

ン
タ
ー（
但
東
町
出
合
）

▽
内
容　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
見
学

　
（
午
後
3
時
〜
）、
室
内
お
は
な

し
会（
午
後
3
時
35
分
〜
）

▽
問
合
せ 

図
書
館
但
東
分
館　

☎
21
－
9
0
3
6

お
は
な
し
隊
が
但
東
に

や
っ
て
来
る
よ
!!

時
〜
午
後
8
時（
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
）

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

健
康
チ
ェ
ッ
ク
ル
ー
ム
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム（
立
野
町
）

▽
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▽
内
容　

体
力
測
定
、

ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ン

（
体
組
成
測
定
）、

運
動
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

▽
定
員　

50
人（
事
前
申
込
必
要
。

先
着
順
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
総
合
受
付
窓
口　

☎
24
－
0
5
8
2
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・
講
師　

N
P
O
法
人
M
D
A（
う

つ
気
分
障
害
協
会
）代
表　

山
口

律
子
さ
ん

▽
問
合
せ　

豊
岡
健
康
を
す
す
め

る
会
事
務
局（
健
康
増
進
課
内
）

☎
24
－
1
1
2
7

募　

集

▽
開
催
日　

8
月
22
日（
日
）

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ「
ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ
」（
大
手
町
）

▽
参
加
資
格　

市
内
と
そ
の
周
辺

地
域
で
、
社
会
人
を
中
心
と
し

て
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
団
体

（
た
だ
し
、ロ
ッ
ク
系
音
楽
で
生

演
奏
に
限
る
）

▽
募
集
組
数　

5
組
程
度

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、演
奏
し

た
も
の
を
添
え
て
、
市
民
プ
ラ

ザ
に
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

▽
そ
の
他　

出
演
時
間
は
1
団
体

に
つ
き
25
分
を
予
定

▽
募
集
期
限　
6
月
30
日（
水
）必
着

▽
問
合
せ
・
応
募
先　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
☎
24
－
3
0
0
0

「
第
7
回
高
校
生
バ
ン
ド
☆

バ
ト
ル
」出
場
者
募
集
！

▽
開
催
日
時　

8
月
21
日（
土
）

▽
応
募
資
格　

高
校
生
バ
ン
ド（
ソ

ロ
、
グ
ル
ー
プ
、
ジ
ャ
ン
ル
を

問
い
ま
せ
ん
）※
代
表
者
の
保
護

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

▽
応
募
方
法　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、

M
D
等
に
得
意
な
曲
1
曲（
オ
リ

ジ
ナ
ル
、コ
ピ
ー
を
問
わ
な
い
）

を
録
音
し
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
あ

る
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
市
民
プ
ラ
ザ

に
持
参
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

▽
審
査
方
法　

応
募
の
カ
セ
ッ
ト

等
に
よ
り
一
次
選
考
を
行
い
、

出
場
5
団
体
を
選
び
ま
す
。
そ

の
後
、
8
月
21
日（
土
）の
最
終

選
考
で
最
優
秀
バ
ン
ド
を
決
定

し
ま
す
。

※
最
優
秀
バ
ン
ド
は
、
翌
日
の
社

会
人
ロ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
込
期
間　

4
月
25
日（
日
）〜

6
月
30
日（
水
）必
着

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
☎
24
－
3
0
0
0

地
域
い
き
い
き
応
援
隊
養
成
講
座

参
加
者
募
集

▽
場
所　

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
内
健

康
福
祉
施
設 

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
対
象　

応
援
隊
の
活
動
に
興
味

が
あ
り
、
6
回
の
講
座
を
す
べ

て
受
講
で
き
る
方

▽
募
集
人
数　

30
人
程
度

▽
募
集
期
限　

5
月
10
日（
月
）

※
8
月
〜
10
月
に
但
東
地
域
、
10

月
〜
12
月
に
日
高
地
域
で
開
講

し
ま
す
。
他
の
地
域
で
は
23
年

度
に
開
講
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

　

FAX 

24
－
9
6
0
5

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
験
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

◆
B
＆
G
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

▽
期
間　

7
月
25
日（
日
）〜
29
日

（
木
）4
泊
5
日

▽
集
合
解
散
場
所　

伊
丹
空
港（
大
阪
）

▽
対
象　

小
学
5
年
生
〜

中
学
3
年
生
の
男
女

▽
募
集
人
数　

2
人（
申
込

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費　

1
人
6
4
、0
0
0
円

◆
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
セ
ミ
ナ
ー

▽
期
間　

8
月
1
日（
日
）〜
4
日

（
水
）3
泊
4
日

▽
集
合
解
散
場
所　

那
覇

空
港（
沖
縄
）

▽
対
象　

小
学
3
年
生
〜
6
年
生

と
そ
の
保
護
者

▽
募
集
人
数　

1
組（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費　

1
組
9
8
、0
0
0
円

共
通
事
項

▽
行
き
先　

沖
縄
県
北
部
地
区　

（
マ
リ
ン
ピ
ア
ザ
オ
キ
ナ
ワ
泊
）

▽
そ
の
他　

集
合
解
散
場
所（
各
空

港
）ま
で
は
、各
自
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
そ
の
費
用
は
、
自
己

負
担
で
す
。

▽
申
込
期
限　

5
月
11
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
B
＆
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
47
－
1
8
0
5

日程 時間 内容

第１回 ５月21日（金）

13:30

〜

15:30

「地域づくり」について
みんなで考えましょう

第２回 ６月４日（金） 運動機能の話体操の紹介

第３回 ６月18日（金） 口の健康と食事の話
レクリエーションの紹介

第４回 ７月２日（金） 認知症予防の話
第５回 ７月16日（金） みんなで取り組む「地

域づくり」の活動を考
えましょう第６回 ７月30日（金）

ハ
イ
ス
ペ
ー
ス
：
ア
ラ
イ
ブ

出
場
者
募
集
！
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皆
さ
ん
の
声
で
歩
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
歩
く

モ
ニ
タ
ー
募
集

▽
モ
ニ
タ
ー
期
間　
5
月
20
日（
木
）

〜
6
月
6
日（
日
）

▽
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
3
人（
医

師
な
ど
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

制
限
を
受
け
て
い
な
い
方
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
内
容　

モ
ニ
タ
ー
期
間
内
に
1

回
以
上
所
定
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、

感
想
を
提
出
す
る
。

※
歩
き
方
に
細
か
な
決
ま
り
は
な

く
、
い
つ
で
も
、
複
数
回
に
分

け
て
歩
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

▽
事
前
説
明
会　

5
月
20
日（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時（
豊
岡
市
保
健

セ
ン
タ
ー
）※
モ
ニ
タ
ー
に
決
定

し
た
方
に
案
内
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

モ
ニ
タ
ー
の
感
想
は

市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

5
月
10
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

獣
害
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

▽
応
募
要
件　

野
生
動
物
の
生
態

や
農
林
被
害
対
策
に
関
心
が
あ

り
、小
規
模
集
落
等
の
獣
害
防
止

施
設
維
持
管
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数　

50
人
程
度

▽
募
集
期
間　

通
年

▽
問
合
せ　

但
馬
県
民
局
豊
岡
農

林
水
産
振
興
事
務
所
森
林
林
業

課
☎
26
－
3
6
9
9

　

FAX 

24
－
8
1
6
3

地
域
力
再
生
事
業
を
募
集
し
ま
す

〜
地
域
活
動
団
体
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
〜

　

市
で
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市
民
の
創
意
工
夫
に

よ
る
自
主
的
・
主
体
的
な
取
組
み

に
対
し
、経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

▽
対
象
団
体　

自
治
会
や
各
種
実

行
委
員
会
、
市
民
で
構
成
さ
れ

た
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど

▽
対
象
事
業　
ソ
フ
ト
事
業（
イ
ベ

ン
ト
開
催
、交
流
活
動
な
ど
）で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
新

た
な
取
組
み
と
認
め
る
事
業

・
地
域
力
の
活
性
化
を
図
る
事
業

・
地
域
の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
、

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
事
業

・
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
事
業

・
参
画
と
協
働
の
促
進
を
図
る
事
業

▽
事
業
実
施
期
間　
4
月
1
日（
木
）

〜
平
成
23
年
3
月
31
日（
木
）の

間
に
実
施
し
、
完
了
す
る
事
業

▽
助
成
金
額　

1
事
業
30
万
円（
限

度
）※
最
長
2
年
間
助
成

▽
補
助
率　

1
年
目
は
助
成
対
象

経
費
の
3
分
の
2
以
内
、
2
年

目
は
3
分
の
1
以
内

▽
選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
事
業

企
画
書
の
書
類
審
査
お
よ
び
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
、
地
域
力

再
生
事
業
選
考
委
員
会
が
選
考

▽
申
込
期
間　

4
月

28
日（
水
）〜
5
月

28
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ

経
済
課
☎
23
－
4
4
8
0

講
座・講
習・教
室

た
じ
ま
花
と
緑
の
教
室（
5
月
講
座
）

▽
日
時　

5
月
18
日（
火
）午
後
2

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル（
出
石
町

水む
な

上が
い

）

▽
内
容　

山
野
草
を
使
っ
た
寄
せ

植
え

▽
講
師　

県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

園
芸
講
座
講
師　

宮
垣
義
巳
さ

ん
▽
受
講
料　

2
、5
0
0
円（
材
料

費
含
む
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

5
月
6
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

▽
講
習
種
別
お
よ
び
講
習
日
時

・
給
油
取
扱
所
講
習

　

7
月
16
日（
金
）

・
全
区
分
講
習（
従
事
す
る
危
険
物

施
設
の
種
別
を
問
わ
な
い
）

　

11
月
19
日（
金
）

※
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
30
分

コース コース詳細 距離

但東コース
畑山橋⇔畑山右岸公園⇔
久保田橋⇔寿橋⇔太田南
明公園⇔日向橋

約５km

日高コース クロスカントリーコース
（神鍋山周遊公園） 約３km

豊岡コース
コウノトリの郷公園→
久々比神社→正福寺・香
林会館→コウノトリの郷
公園

約6.5km

■コース一覧
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▽
場
所　

市
民
会
館（
立
野
町
）

▽
対
象　

危
険
物
施
設
に
お
い
て

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す

る
危
険
物
取
扱
者
で
、
消
防
法

に
よ
り
平
成
22
年
度
に
受
講
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

▽
受
講
手
数
料　

4
、
7
0
0
円

分
の
兵
庫
県
収
入
証
紙

▽
受
付
期
間　

4
月
26
日（
月
）〜

5
月
14
日（
金
）

▽
申
込
方
法　
（
財
）兵
庫
県
危
険

物
安
全
協
会（
〒
6
5
0
－
0
0

　

1
1　

神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
4
丁
目
16
－
3
）へ
特
定
記
録

郵
便
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
書
配
布
場
所　

消
防
本
部

予
防
課
お
よ
び
各
分
署
・
出
張

所
・
駐
在
所

▽
問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
☎
24
－
8
0
3
6

◆
初
級
英
会
話
教
室

▽
日
時　

6
月
2
日
〜
7
月
21
日

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
〜
8
時

▽
受
講
料　

会
員
4
、
0
0
0
円

一
般
5
、0
0
0
円

◆
初
級
中
国
語
教
室

▽
日
時　

6
月
7
日
〜
7
月
5
日

　

毎
週
月
曜
日
午
後
7
時
〜
8
時

▽
受
講
料　

会
員
2
、5
0
0
円

▽
日
程　

5
月
22
日（
土
）午
前
10

時
〜
12
時〔
雨
天
の
場
合
は
、29

日（
土
）に
順
延
〕

▽
場
所　

豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
戸
牧
）

▽
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
・

中
学
生（
小
学
校
低
学
年
は
、保

護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
）

▽
内
容　

慣
れ
親
し
み
な
が
ら
硬

式
テ
ニ
ス
の
基
本
技

術
を
身
に
つ
け
ま
す
。

▽
参
加
費　

1
回

3
0
0
円（
保
険
料
な
ど
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
な
ど

▽
申
込
方
法　

氏
名
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

一
般
3
、5
0
0
円

共
通
事
項

▽
場
所　

豊
岡
地
区
公
民
館（
立
野

町
）

▽
人
数　

15
人（
高
校
生
以
上
）先

着
順

▽
申
込
期
限　

5
月
20
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局

　

☎
・
FAX　

24
－
5
9
3
1

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

▽
日
時　

5
月
21
日
、
6
月
4
日
、

18
日
、
7
月
2
日
、
16
日
の
い

ず
れ
も
金
曜
日
午
前
9
時
30
分

〜
正
午

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

5
月
16
日（
日
）

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会

斉
藤
直
喜
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
3
4
9
6
－
3
7
3
9

　

FAX　

26
－
0
0
0
7

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

toyocta@
yahoo.co.jp

 

子
ど
も
折
り
紙
教
室

▽
日
時　

5
月
23
日（
日
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

図
書
館
本
館　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

▽
対
象　

小
学
生

▽
内
容　

季
節
に
合
っ

た
折
り
紙
作
品
作
り

▽
講
師　

折
り
紙
工
芸
作
家　
　

水
嶋　

勉
さ
ん

▽
参
加
費　

2
0
0
円（
材
料
代
）

▽
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

5
月
16
日（
日
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

図
書
館
本

館
☎
23
－
6
1
5
1

▽
日
時　

5
月
15
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時

※
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度

※
事
前
予
約
が
必
要

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
障
害
者
室（
城
南
町
）

▽
対
象　

但
馬
地
域
に
在
住
の
聴

覚
障
害
者

▽
申
込
期
限　

5
月
14
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

た
じ
ま
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
8
0
0
8

　

FAX　

24
－
8
2
8
8

聴
覚
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
相
談

相　

談

▽
場
所　

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

1
階　

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

▽
対
象　

3
歳
児
以
上
就
学
前
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者

▽
内
容　

食
育
の
話
、

調
理
実
習

▽
参
加
費　

1
回
1
組

2
0
0
円

▽
定
員　

12
組（
先
着
順
）

▽
申
込
期
間　

5
月
10
日（
月
）〜

19
日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課
☎
24
－
1
1
2
7

キ
ッ
ズ
・
テ
ニ
ス
体
験
教
室

外
国
語
教
室（
英
語
・
中
国
語
）
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司
法
書
士
に
よ
る　
　
　
　

登
記
・
多
重
債
務
・
消
費
者

問
題
・
成
年
後
見
等
の　

市
民
生
活
無
料
相
談
会

▽
日
時　

5
月
15
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時
ま
で　

※
予
約
制

▽
場
所　

市
民
会
館
中
会
議
室

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

　

郵
政
事
業
株
式
会
社
は
、
重
度

の
身
体
障
害
者
や
重
度
の
知
的
障

害
者
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
通
常
郵
便

は
が
き
を
入
れ
た
も
の
を
無
料
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
1
級

ま
た
は
2
級
の
方
、
養
育
手
帳

A
判
定
の
方

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
の
無
償
配
布

そ
の
他

個
人
市
県
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

65
歳
未
満
の
方
で
、
公
的
年
金

等
の
所
得
と
給
与
所
得
が
あ
り
、

給
与
所
得
に
つ
い
て
給
与
か
ら
特

別
徴
収（
天
引
き
）し
て
い
る
方
の

取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す
。

▽
変
更
期
日　

平
成
22
年
度
課
税

分
か
ら

▽
変
更
内
容　

65
歳
未
満
の
方
の

公
的
年
金
等
の
所
得
は
、
公
的

年
金
か
ら
の
天
引
き
も
、
給
与

所
得
か
ら
の
天
引
き
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
改
正
に
よ
り

給
与
所
得
か
ら
天
引
き
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、
申
告
に
よ
り
、

今
ま
で
ど
お
り
の
取
り
扱
い
に

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、

給
与
所
得
が
普
通
徴
収（
納
付
書

か
口
座
振
替
）の
方
の
取
り
扱
い

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
市
民
税
係

　

☎
21
－
9
0
4
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

▽
配
布
は
が
き　

通
常
郵
便
は
が

き（
無
地
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
、

ま
た
は
く
ぼ
み
入
り
）

※
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
は
が
き

は
、
目
の
不
自
由
な
方
が
使
い

や
す
い
よ
う
に
く
ぼ
み
を
入
れ
、

上
下
・
表
裏
が
分
か
る

よ
う
に
し
た
も
の

▽
配
布
枚
数　

1
人
20
枚

▽
申
込
方
法　

・
郵
便
局
な
ど　

最
寄
の
郵
便
局

（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）ま
た
は

郵
便
事
業
㈱
の
各
支
店
に
、
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

持
参
く
だ
さ
い
。

・
郵
送　
「
整
理
票
」ま
た
は「
青
い

鳥
郵
便
は
が
き
配
布
申
込
書
」と

明
記
し
た
用
紙
に
、
手
帳
の
種

類
、
手
帳
番
号
、
級
別
ま
た
は

程
度
、
住
所
ま
た
は
居
所
、
お

よ
び
氏
名
を
記
入
し
、
最
寄
り

の
郵
便
局（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）

ま
た
は
郵
便
事
業
㈱
の
支
店
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
方
法　

郵
送
し
ま
す
。
直

接
持
参
し
た
場
合
は
、
そ
の
場

で
交
付
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

5
月
31
日（
月
）

▽
問
合
せ　

郵
便
事
業
㈱
豊
岡
支

店
郵
便
課
☎
23
－
0
2
6
0

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス　
　

対
象
者
拡
大
し
ま
し
た

▽
対
象　

介
護
保
険
の
要
介
護
度

が
2
以
上
の
方
、
療
育
手
帳
A

判
定
の
方
、
お
よ
び
肢
体
障
害

1
、
2
級
で
、
理
美
容
店
へ
行

く
こ
と
が
困
難
な
方

▽
内
容　

理
美
容
師
が
訪
問
し
、

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
申
請
月
に
応
じ
利
用
券
を

交
付
し
ま
す
。

・
4
月
〜
9
月　

年
間
3
枚

・
10
月
〜
3
月　

年
間
2
枚

▽
利
用
料　

理
美
容
料
金（
実
費
）、

訪
問
に
要
す
る
費
用
を
市
が
助

成
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
年
福
祉
課
高
年
福

祉
係
☎
29
－
0
0
5
5
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
5
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

5
月
の
公
立
豊
岡
病
院
地
域

連
携
小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

＞

変
更
前

＜

・
給
与
所
得
→
給
与
か
ら
の
特

別
徴
収

・
公
的
年
金
等
の
所
得
→
普
通

徴
収（
納
付
書
か
口
座
振
替
）

＞

変
更
後

＜

・
給
与
所
得
→
給
与
か
ら
の
特

別
徴
収

・
公
的
年
金
等
の
所
得
→
給
与

か
ら
の
特
別
徴
収
ま
た
は
申

告
に
よ
り
普
通
徴
収（
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
）
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外
診
察
料
金
3
、
1
5
0
円
の

負
担
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
時
・
担
当
医
師

　

左
記
の
保
育
園
で
は
、
在
宅
の

親
子
を
対
象
に
公
開
保
育
を
行
い

ま
す
。
季
節
の
行
事
な
ど
も
取
り

入
れ
て
活
動
し
ま
す
。「
子
育
て
相

談
コ
ー
ナ
ー
」も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

在
宅
の
0

歳
〜
5
歳
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
持
ち
物　

上
履
き
、

帽
子
、
着
替
え

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

▽
そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
、
各
保
育
園
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
の
都
合
に
よ
り
、
自
転

車
ま
た
は
徒
歩
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

各
保
育
園
ま
た
は
こ

ど
も
育
成
課
保
育
園
係

　

☎
22
－
4
4
5
2

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
公
開
保
育

保
育
園
園
庭
開
放

　

左
記
の
保
育
園
で
、
園
庭
を
開

放
し
ま
す
。
親
子
で
、
遊
具
で
遊

ん
だ
り
、
砂
遊
び

な
ど
を
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

▽
開
放
期
間　

4
月
〜
平
成
23
年

3
月（
祝
日
を
除
く
）

▽
そ
の
他　

保
護
者
の
付
き
添
い

が
必
要
で
す
。
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

各
保
育
園
ま
た
は
こ

ど
も
育
成
課
保
育
園
係

　

☎
22
－
4
4
5
2

診療日 担当医師・
住所

５
月

９日
（日）

中沢　洋
（出石町）

16日
（日）

國屋　正史
（養父市）

23日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時〜
午後５時

園名 電話 開催日 時間 実施月 第1回目
港保育園 28−2107

第２水曜日
ただし、８
月のみ第３
水曜日

９：30

〜

11：00

５月〜
平成23年

２月

５月12日

城南保育園 22−3960

西保育園 23−0018

東保育園 23−3893

竹野保育園 47−0153
森本へき地

保育園 48−0300

合橋保育園 54−0105

第３木曜日 ５月20日高橋保育園 55−0405

資母保育園 56−0245

豊陵保育園 23−2772 第２水曜日
６、７、９月

〜

平成23年
2月

６月９日

出石愛育園 52−2137 第１・第３
火・金曜日

10：00

〜

11：30

４月〜
平成23年

3月
５月７日

（４回目）

公　　開　　保　　育

園名 電話 曜日 時間
港保育園 28−2107

 毎週水・金曜日 ９：30〜11：00
城南保育園 22−3960
西保育園 23−0018
東保育園 23−3893

竹野保育園 47−0153
森本へき地保育園 48−0300

合橋保育園 54−0105
毎週月〜土曜日 ９：00〜11：00 高橋保育園 55−0405

資母保育園 56−0245
みえ保育園 24−0462 第2・第4月曜日 10：00〜15：00

 毎週土曜日 ９：30〜15：00
チャイルドハウス保育園 29−3900  毎週土曜日 ９：30〜11：45

城崎保育園 32−2269 毎週月・土曜日 ９：30〜14：00
こくふ保育園 42−1717

毎週水・金曜日

９：00〜11：30
 八代保育園 42−1731 ９：30〜11：30
蓼川保育園 42−0169

９：00〜11：30
蓼川第二保育園 42−1122

静修保育園 42−1056
三方保育園 44−0610
清滝保育園 45−0450
西気保育園 45−0152
出石愛育園 52−2137 毎週月〜土曜日 10：00〜11：30小坂保育園 53−2700

園　　庭　　開　　放



　こども読書週間　～たんけんしたいな　本の森～
　４月23日(子ども読書の日)から５月12日までは｢こども読書週間｣です。今年の標語は｢たんけんし
たいな　本の森｣です。また、今年（平成22年）は｢国民読書年｣でもあります。
　図書館では、０歳児からの読み聞かせや、希望の本を調査するレファレンスサービスなど、どな
たでも本が楽しめるようなサービスを行っています。ぜひ、気軽に来館ください。

みどりの本
＜ 一 般 ＞

八
やつ

ヶ
が

岳
たけ

倶楽部　森と暮らす、森に学ぶ
柳生博　著（講談社）

　豊岡とも縁の深い柳生　博さんが、
八ヶ岳での生活の魅力を写真入りで紹
介。「八ヶ岳倶楽部Ⅱ」と併せてどうぞ。

＜ じ ど う ＞
グーズベリーさんのみどりのにわで
ロイス・レンスキー　原作
にしまきかやこ　文・絵（こぐま社）

　緑の庭に立つ家に住むグーズベ
リーさん一家。詩のような美しい言
葉とともに、全ページに緑が広がり、
心が解放されます。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

5月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館(金・土)および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

5月の行事予定
日 曜日 時間 場所 行事名・対象

1 土 10:30 ～ 竹野 テーマであそぼ！　幼 児
     　「？？？ふしぎワールドぜ～んかい」

但東 おはなしのもり　幼

2 日
3 月･祝
4 火･祝 ( 休館日 )

5 水･祝
10:30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

出石 えほんのとびら　乳 幼

11:00 ～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

6 木
7 金 11:00 ～ 城崎 おはなしひろば　乳

8 土

10:10 ～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10:30 ～ 竹野 おはなし玉手箱　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13:30 ～ 城崎 城崎文学散歩　般

9 日
10 月
11 火 ( 休館日 )
12 水 10:30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

13 木
14 金
15 土 10:30 ～ 城崎 おはなしのこべや　幼

16 日 13:20 ～ 本館 第２回古文書講座（初級）　般

15:00 ～ 第２回古文書講座（中級）　般

17 月
18 火 ( 休館日 )
19 水 10:30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

20 木
21 金 11:00 ～ 城崎 おはなしひろば　乳

22 土 10:30 ～
竹野 土曜おはなしのへや　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　乳 幼

出石 おはなし会　幼 児

14:00 ～ 本館 おはなし会　幼 児

23 日 10:30 ～ 本館 子ども折紙教室　児

24 月
25 火 ( 休館日 )
26 水 10:30 ～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

27 木
28 金
29 土 15:00 ～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般

30 日 10:30 ～ 日高 おはなし会　幼

31 月 ( 休館日 )
※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般
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5月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

絵本の読み聞かせの会
日　時 13日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

子育てミニ講話＆母親交流会
日　時 27日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者、妊婦

内　容 ・ミニ講話　「歯の健康とそのお手入れの話」
・乳幼児の身体計測、妊婦の血圧測定、友だちづくりなど

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日曜日休館

親子で絵本に親しもう
日　時 27日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 子育て中の母親
内　容 絵本の読み聞かせ・絵本による子育てアドバイスなど

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

体験農園（サツマイモ苗植え）
日　時 19日（水）午前10時～11時30分
場　所 但東町相田　サツマイモ畑（現地集合）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 100本のサツマイモ苗を植えます
持ち物 お茶、手袋、長ぐつ、汚れてもよい服装

おはなし広場
日　時 １日（土）、８日（土）、29日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター2階）土・日・月曜日休館

絵本の読み聞かせ
日　時 27日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員の絵本の読み聞かせ

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野健康福祉センター）土・日曜日休館

わいわいコーラス♪♪
日　時 11日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 春の歌を親子で歌おう

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！
日　時 ２日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうデー
日　時 22日（土）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者（保育所・幼稚園のきょうだい参加可）
内　容 僕らは探検隊。新聞で変身遊びをします。

おやこっこリズム遊び
日　時 31日（月）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳の幼児と保護者　15組
募集期間 10日（月）～26日（水）

母親交流会
日　時 28日（金）午前10時30分～正午
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 乳幼児身体計測、妊婦血圧測定、育児相談など

パパとあそぼうデー“おやこっこ運動遊び”
日　時 15日（土）午前10時30分～11時45分
対　象 ２歳以上の幼児と父親　20組（母親、きょうだい参加可）
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）
募集期間 １日（土）～13日（木）

なかよし広場
日　時 20日（木）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 26日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）
内　容 関わりを考える
募集期間 ６日（木）～24日（月）

わらべうた＆製作
日　時 26日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 わらべうた遊び、「アンパンマン」製作

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

日時 おやこふれあいたいむ 24日（月）午前10時30分～
ほっとたいむ 27日（木）午前11時～

対象 乳幼児と保護者
内容 おやこふれあいたいむでは紙芝居やお手玉で遊

び、ほっとたいむでは唱歌や童謡を歌います。
その他 午前中は身長や体重の計測をします。

子育ち&親育ち講座

なかよしグングン広場
日　時 28日（金）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ３歳以上の幼児と保護者
内　容 子どもの集団遊びや自由遊び、保護者同士の

交流、計測や子育て相談、歯科相談

日　時 22日（土）午前11時～12時
場　所 子育て総合センター　子育て学習室
対　象 乳幼児・小学生とその保護者　120人（先着順）
内　容 音楽遊び、人形劇、パネルシアター　他
募集期間 ６日（木）～21日（金）　※事前申込みが必要です

“動く・こどもの館号”がやってくる
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト

出石文化会館ひぼこホール（出石町水上）
☎52−6222  FAX 53−2131

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館)

〒668-0031　大手町4-5

　５月16日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　13組（3BらびぃJr.田鶴野キッズ、倶楽部

103ダンス部、プルメリア、チェリオタッ
プダンス、但東フラメンコサークル、
H
ヒップ

ip ♡ ポップコーン、Y
ヤ ス シ
asushi、豊岡み

どり会、ジャングルカルチャーサロンフ
ラダンスとタヒチアンダンス、M

モ ダ
ODA 

L
ラ テ ィ ー ナ
ATINA、J

ジェイシーエス
C S、M

ミ ッ ク ス ジ ョ イ ン ト
IX-JOINT、マカナ

アロハフラプルメリア・ハイビスカス教
室）

◇入場料　無料

■見てぇなダンス２０１０
　地元のダンスサークルなどの
皆さんによるダンスイベントを
開催します。

■みんな大好き!さかなクン!!「さかなクン
のびっくり大発見!!｣

　テレビでおなじみの魚博
士｢さかなクン｣の愉快な
トークショーです。

　６月27日（日）
　　開演13：30（開場13：00）

◇入場料　全席指定
　　　　　一般･子ども共通
　　　　　1,200円（当日券は各500円増）
◇チケット発売中

　７月10日（土）
　　開演14：00（開場13：30）

◇入場料　全席指定
　　　　　一般3,000円
　　　　　高校生以下2,000円（当日券は各500円増）
◇チケット発売日
　友の会　発売中
　一　般　５月１日（土）
　（各プレイガイドでも購入できます）

■日本･中国共同制作　
　精巧大型人形劇「三国志」（共催事業）
　三顧の礼、赤壁の戦い、
甘露寺の宴、出師の表、空
城の計、五丈原…。重要シー
ンをことごとく網羅して、
壮大な物語を余すことなく
描く決定版です。

　５月29日（土）　 　
　 開演18：30（開場18：00）
◇入場料　指定席3,500円､自由席3,000円､高校生以

下2,000円（当日券は各500円増）
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方

は、５月21日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■歌舞劇ロマン｢カンアミ伝｣
　｢田

でん
楽
がく

｣と｢猿
さる

楽
がく

｣の要素
を統合し、その上滑

こっ
稽
けい

な
物まねなども含めた民族
芸能｢能

のう
楽
がく

｣を作り上げた
｢観

かん
阿
あ

弥
み

｣。その観阿弥の
生きざまを舞台化した作
品です。

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館)

　５月29日（土）　開演12：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　稲

いな
継
つぎ

亜希子さん、後藤純子さん
◇内　容　エレクトーンとピアノ演奏
◇曲　目　ALWAYS三丁目の夕日、スタジオジブ

リメドレーほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第68回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽を楽しん
でいただけるサロンコンサート
です。毎月１回程度開催してい
ますので、お立ち寄りください。

　６月12日（土）
　開演19：00
　（開場18：30）
◇出　演　11チーム
◇入場料　無料

■第三回ひぼこＹ
よ さ こ い

ＯＳＡＫＯＩ祭り
　但馬地域のよさこ
いチームによる華や
かな舞を、お楽しみ
ください。
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平成22年４月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

5月の主な行事
MAY

平成22年

₁₇（月）
₁₈（火）
₁₉（水）サツマイモ苗植え（10：00～但東子育てセンター）
₂₀（木）なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）
₂₁（金）豊岡オープンガーデンショー（日高地域、～６月１日）
₂₂（土）パパと遊ぼうデー（10：00～竹野健康福祉センター）
₂₃（日）第25回日高地域テニス大会（9：00～植村直己記念スポーツ公園）

第10回田結わかめまつり（9：30～田結漁港ほか）
第15回奈佐森林公園まつり（9：30～奈佐森林公園）
第１回神鍋春の野菜まつり（10：00～道の駅｢神鍋高原｣）
豊岡市震災総合防災訓練
（10：00～旧竹野中学校跡地および周辺）

₂₄（月）おやこふれあいたいむ（10：30～子育て総合センター）
₂₅（火）
₂₆（水）住民総参加型チャレンジデー2010（9：00～市内全域）わらべうた＆こいのぼり製作

（10：30～出石子育てセンター）

₂₇（木）第20回企画展｢古代装飾美の世界−いにしえのアクセサリー−｣（但馬国府・国分寺館、～８月31日）
親子で絵本に親しもう

（10：30～出石子育てセンター）
絵本の読み聞かせ（10:30～城崎子育てセンター）
子育てミニ講話＆母親交流会

（10:30～日高子育てセンター）
ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₂₈（金）豊岡オープンガーデンショー（豊岡・城崎・竹野・出石・但東地域、～６月１日）
なかよしグングン広場（9：30～豊岡市民プラザ）
母親交流会（10:30～城崎子育てセンター）

₂₉（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）第68回サロンコンサート（12：30～豊岡市民プラザ）
歌舞劇ロマン｢カンアミ伝｣（18：30～市民会館）

₃₀（日）Tタ ジ マ ド ー ム

AJIMADOMEフェスティバル2010～春
物語～（10：00～県立但馬ドーム）

₃₁（月）

₁（土）第３回特別展｢−聖武天皇理想の都−紫し 香が
楽
らき

宮
のみや

｣（但馬国府・国分寺館、～５月25日）
植村直己冒険館特別展示（植村直己冒険館）
　・｢植村直己を支えた人たち｣（～５月31日）
　・｢あるじなきゴンドラが引き継いだ夢の奇

跡｣（～５月31日）
第50回企画展｢大地の鼓動～モンゴルの大
自然と動物たち～｣
（9：30～日本･モンゴル民族博物館、～８月31日）
第１回神鍋山菜まつり＆植木・草花まつり

（10：00～道の駅｢神鍋高原｣）
おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₂（日）パパと遊ぼうＤデ ー

ＡＹ！（10：30～日高子育てセンター）

₃（月）憲法記念日神鍋ジュニアサッカースプリングカーニバ
ル（9：00～県立但馬ドーム、～５日）
北前まつり（9：30～竹野浜）

₄（火）みどりの日
₅（水）こどもの日
₆（木）
₇（金）
₈（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）
₉（日）
₁₀（月）
₁₁（火）わいわいコーラス（10：00～竹野健康福祉センター）第89回水道まつり〔10：30～寿公園（泉町）〕

₁₂（水）
₁₃（木）絵本の読み聞かせの会（10:30～日高子育てセンター）
₁₄（金）
₁₅（土）第3回全日本マスターズレガッタ（7：30～円山川城崎漕艇場、～16日）

₁₆（日）田んぼの学校（9：30～コウノトリ文化館周辺）見てぇなダンス2010（14：00～豊岡市民プラザ）
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Ⓘ

お詫び　3月25日号の｢4月の主な行事｣に鬼子母神大祭を掲載していましたが、特定の寺社の宗教的行事であり、不適切な掲載でした。お詫びいたします。

合　計 男　性 女　性 世帯数
89,169人（－343人）42,622人（－199人）46,547人（－144人）32,185世帯（－11世帯）
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　美術工芸品のうち、市で工芸品として指定されているものは国指定１点、県指定１点、および市指定
18点です。刀剣類と、神社や寺院に奉納されている神具や仏具などのほか、歴史上あるいは芸術上貴重
な調度品や甲

かっ

冑
ちゅう

類なども工芸品として指定されています。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160
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国
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アリ）
（国指定）出石町宮内･出石神社

鰐
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し ん
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  越
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や き
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（市指定）竹野町羽入･観音寺（両界院）

歴史 探訪
～文化財を巡る～10

「美術工芸品（工芸品）」

沢
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庵
あ ん

和
お

尚
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見
み

の鐘
か ね

（市指定）出石町東条･宗
す

鏡
きょう

寺
じ

・脇指

・茎

・梵字
・鰐口

語句の解説

工芸品によっては、拝見できない場合もあります。


